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東
日
本
大
震
災
並
び
に
原
子
力
災
害
か
ら
12
年
半

が
経
過
し
ま
し
た
。
こ
の
大
震
災
よ
り
、
今
日
に
至

る
ま
で
尊
い
命
を
亡
く
さ
れ
ま
し
た
直
接
死
と
震
災

関
連
死
を
併
せ
た
49
名
の
方
々
の
ご
冥
福
を
お
祈
り

し
、
被
災
さ
れ
た
全
て
の
皆
様
に
心
よ
り
お
見
舞
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
町
民
の
皆
様
の
懸
命
な
ご
努
力
と
国

内
外
か
ら
の
温
か
い
ご
支
援
に
よ
り
、
全
町
避
難

を
余
儀
な
く
さ
れ
て
か
ら
、
町
民
一
人
ひ
と
り
が

納
得
し
て
帰
還
す
る“

Early 
Return 

to 
Happy 

Return”

「
幸
せ
な
帰
町
」
を
捉
え
、
除
染
に
よ
る

環
境
回
復
、
放
射
線
に
よ
る
健
康
不
安
の
払
拭
、
災

害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
念
頭
と
し
た
イ
ン
フ
ラ
の

復
旧
・
整
備
、
商
業
施
設
や
医
療
福
祉
施
設
の
整
備
、

広
野
こ
ど
も
園
、
ふ
た
ば
未
来
学
園
中
高
一
貫
校
を

始
め
と
す
る
教
育
環
境
の
体
制
整
備
等
、
生
活
環
境

を
一
つ
ひ
と
つ
確
立
し
、９
割
の
帰
還
を
成
し
得
て
、

に
お
い
て
、
協
定
を
締
結
す
る
早
稲
田
大
学
環
境
総

合
研
究
セ
ン
タ
ー
、
東
京
大
学
ア
イ
ソ
ト
ー
プ
総
合

セ
ン
タ
ー
、
東
日
本
国
際
大
学
、
福
島
高
専
と
の
取

り
組
み
を
充
実
・
発
展
さ
せ
、
福
島
国
際
研
究
教
育

機
構
（
Ｆ-

Ｒ
Ｅ
Ｉ
）
に
進
出
す
る
研
究
施
設
や
当

地
域
の
復
興
を
支
え
る
人
材
育
成
に
取
り
組
み
、
若

い
人
材
を
活
か
す
た
め
の
教
育
を
充
実
さ
せ
て
い
き

ま
す
。

　
「
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
」
宣
言
を
踏
ま
え
、
地
域

が
抱
え
て
い
る
医
療
・
介
護
・
福
祉
の
様
々
な
課
題

に
対
し
、
迅
速
か
つ
適
切
に
対
応
す
る
た
め
関
係
機

関
と
連
携
を
図
る
と
と
も
に
、
健
康
増
進
事
業
を
積

極
的
に
展
開
し
、
町
の
み
ん
な
が
相
互
に
連
携
・
協

働
し
な
が
ら
健
康
づ
く
り
の
輪
を
広
げ
、「
日
本
一

元
気
あ
ふ
れ
る
ま
ち
」
の
実
現
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

　

火
力
発
電
所
が
立
地
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
町
と
し

て
、
広
野
火
力
発
電
所
と
一
昨
年
運
転
を
開
始
し
た

広
野
Ｉ
Ｇ
Ｃ
Ｃ
と
の
未
来
に
向
け
て
の
共
生
を
展
望

し
た
脱
カ
ー
ボ
ン
を
掲
げ
、
脱
炭
素
技
術
の
開
発
促

進
、
経
済
的
な
合
理
性
、
国
等
の
政
策
と
の
整
合
性

を
踏
ま
え
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
推
進
し
て
い

き
ま
す
。
さ
ら
に
、
町
内
の
企
業
や
各
家
庭
の
省
エ

ネ
化
や
脱
炭
素
化
を
進
め
る
た
め
、
環
境
省
の
交
付

金
事
業
等
を
活
用
し
、
先
行
し
て
公
共
施
設
等
へ
の

太
陽
光
・
風
力
・
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
な
ど
、
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
を
図
り
、
Ｅ
Ｖ
車
等
周
辺
設

備
の
整
備
、
水
素
・
ア
ン
モ
ニ
ア
の
社
会
利
用
モ
デ

ル
の
構
築
に
取
り
組
み
、
２
０
５
０
年
の
カ
ー
ボ
ン

東日本大震災から東日本大震災から1212年年６６カ月を迎えてカ月を迎えて
～広野町復興創生の日～～広野町復興創生の日～

広
野
町
長
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東日本大震災から東日本大震災から1212年年６６カ月を迎えてカ月を迎えて
～広野町復興創生の日～～広野町復興創生の日～

廃
炉
・
復
興
関
係
事
業
者
や
他
市
町
村
か
ら
の
避
難

者
を
含
め
た
約
６
、０
０
０
人
の
〝
原
子
力
災
害
か

ら
の
共
生
の
ま
ち
づ
く
り
〟
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
し
た
。

　

広
野
駅
東
側
整
備
事
業
に
お
い
て
は
、
広
野
駅
前

東
口
広
場
、
未
来
の
か
け
橋
が
完
成
し
た
ほ
か
、
広

野
み
ら
い
オ
フ
ィ
ス
、
ホ
テ
ル
ハ
タ
ゴ
イ
ン
福
島
広

野
、
馬
場
医
院
、
広
野
薬
局
、
広
野
町
商
工
会
等
が

立
地
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
広
野
町
復
興
計
画
に
掲

げ
る
基
本
理
念
・
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、
復
興
事

業
の
シ
ン
ボ
ル
と
位
置
付
け
る
広
野
駅
東
側
第
二
期

開
発
地
区
の
住
宅
地
整
備
が
完
了
し
、
震
災
後
３
回

目
の
新
た
な
「
広
野
駅
東
側
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
」
が
完

成
し
ま
し
た
。
若
者
子
育
て
世
代
の
定
住
・
県
外
都

市
部
等
か
ら
の
移
住
に
重
点
を
置
き
、
住
宅
地
購
入

の
負
担
軽
減
と
な
る
補
助
制
度
を
創
設
し
、
就
労
環

境
や
企
業
マ
ッ
チ
ン
グ
に
力
を
入
れ
、
移
住
後
の
安

定
的
な
生
活
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。
移
住
・
定
住

施
策
を
展
開
す
る
に
あ
た
り
、
国
・
県
・
地
方
自
治

体
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
地
域
団
体
、ひ
ろ
ぼ
ー
ク
ラ
ブ
、移
住
・

定
住
応
援
隊
、
ふ
る
さ
と
福
島
広
野
会
、
大
学
な
ど

の
高
等
学
術
機
関
、
各
企
業
等
、
関
係
す
る
す
べ
て

の
皆
様
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
体
制
を
構
築
し
、
様
々
な

場
面
に
お
い
て
情
報
を
共
有
し
て
い
き
ま
す
。

　

未
来
を
託
す
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
を
育

む
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
「
ひ
ろ
ぱ
ー
く
」
の

開
園
、
ふ
た
ば
未
来
学
園
中
学
校
・
高
等
学
校
の
新

校
舎
が
開
校
し
、
教
育
の
丘
が
形
成
さ
れ
、
約
１
、

０
０
０
人
が
日
々
勉
学
に
励
ん
で
お
り
ま
す
。
今
後

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
廃
止
措
置
等
に
お
い

て
、
中
長
期
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
お
け
る
２
０
４
１
年

か
ら
２
０
５
１
年
の
完
了
に
向
け
て
、
産
業
復
興
、

研
究
開
発
や
新
た
な
産
業
創
出
を
目
的
と
し
た
福
島

イ
ノ
ー
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
コ
ー
ス
ト
構
想
及
び
福
島
国

際
研
究
教
育
機
構
（
Ｆ-

Ｒ
Ｅ
Ｉ
）
が
推
進
さ
れ
て

い
き
ま
す
。
地
震
、
津
波
、
原
子
力
発
電
所
事
故
と

い
う
世
界
で
も
類
を
見
な
い
未
曾
有
の
複
合
災
害
を

被
り
、
先
の
見
え
な
い
避
難
生
活
の
日
々
か
ら
幾
多

の
苦
難
を
乗
り
越
え
、
被
災
地
に
帰
還
を
成
し
得
た

町
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
い
た
だ
い
た
ご
支
援
・
ご
厚

情
に
感
謝
し
、
ふ
る
里
で
の
生
活
を
取
り
戻
し
た
こ

れ
ま
で
の
軌
跡
を
風
化
さ
せ
る
こ
と
な
く
、
継
往
開

来
の
念
を
刻
み
後
世
に
継
承
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

被
災
地
復
興
の
展
望
に
向
け
て
、〝
広
野
町
復
興

創
生
の
日
〟
を
緊
急
時
避
難
準
備
区
域
が
解
除
さ
れ

た
９
月
30
日
を
以
て
制
定
し
、
復
旧
か
ら
再
生
、
第

二
期
復
興
創
生
期
間
を
刻
み
、
町
民
と
共
に
復
興
・

創
生
へ
と
希
望
に
満
ち
た
未
来
社
会
の
創
造
に
邁
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。
ふ
る
里
広
野
町
の
復
興
・
創
生

の
願
い
に
向
け
、
福
島
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
コ
ー
ス

ト
構
想
に
基
づ
く
未
来
創
造
、
火
力
発
電
所
が
立
地

す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
町
と
し
て
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
や
Ｓ
Ｄ
Ｇ
Ｓ
推
進
に
向
け
た
持
続
可
能
な
地
域

社
会
の
構
築
を
念
頭
に
、
新
た
な
時
代
の
安
心
・
安

全
な
防
災
に
強
い
「〝
原
子
力
災
害
か
ら
の
共
生
の

ま
ち
づ
く
り
〟」
に
力
強
く
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

令
和
５
年
９
月
30
日
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東京電力HD小早川社長が来庁

　東京電力福島第一原発の処理水の海洋放出決定を受
け、８月23日（水）、東京電力ホールディングス小早
川社長が広野町を訪れ、遠藤町長と面会しました。小
早川社長は「処理水の海洋放出は廃炉の完遂まで長期
にわたり取り組むべき課題です。様々な懸念や不安に
向き合い、廃炉作業が終わるまで風評被害を生じさせ
ないという強い覚悟で取り組んでいきます。」と話し
ました。これに対し、遠藤町長は「放出にあたっては
安全や透明性の確保、風評対策の取り組み、適切な賠
償の実施などに全力で取り組んでもらうとともに、住
民や漁業者に寄り添いながら一丸となって取り組んで
ほしい。」と述べました。

↑面会した小早川社長（左奥から２番目）と
　遠藤町長（右奥から３番目）

令和５年度広野町敬老会を開催

　４年ぶりに通常開催となった広野町敬老会が９月６
日（水）、町中央体育館で開催されました。当日は悪
天候ながらも約60名の方々が出席され、式典では遠藤
町長、北郷議長、福島民報社双葉南支局の渡部支局長
らが長寿を祝い祝辞を述べました。結婚50周年を迎え
られた金婚夫婦10組へ広野町と福島民報社から表彰
状と記念品が贈呈され、最高齢者には広野町社会福祉
協議会の根本副会長、広野町老人クラブの大和田会長
からそれぞれ記念品が贈呈されたほか、85歳以上の方
244名に広野町社会福祉協議会より記念品が贈呈され
ました。式典終了後には、広野夢大使の岬はな江さん
と国際文化交流舞踏団「曼珠沙華」によるステージイ
ベントで会場を盛り上げました。

↑金婚夫婦へ表彰状を贈呈する遠藤町長

第70回福島県消防協会
双葉支部幹部大会が開催

　第70回福島県消防協会双葉支部幹部大会が９月10
日（日）、広野町中央体育館で開催され、「地域防災の
中核として消防の使命達成に邁進する」との大会宣言
を採択しました。大会には双葉郡８町村の消防団幹部
や来賓ら約300名が出席し、震災で犠牲となった殉職
消防団に黙とうをささげた後、小薬支部長（楢葉町消
防団長）、遠藤町長が挨拶し、関根相双地方振興局長ら
が祝辞を述べました。支部表彰では、消防活動に尽力
した消防団員へ表彰状が贈呈され、受賞者を代表して
広野町消防団の小松和真分団長が謝辞を述べました。

↑幹部大会で挨拶する遠藤町長

ヤマト運輸株式会社との
包括連携協定締結式

　広野町とヤマト運輸株式会社は９月25日（月）、住
民サービスの向上を目的とした包括連携協定を締結し
ました。この協定は町とヤマト運輸がそれぞれ保有す
る人的・物的資源を有効に活用し、災害対策や観光振
興、高齢者支援や地域の安心・安全等に関して連携す
ることで、地域活性化及び住民サービスの向上などを
図るために締結するものです。締結式には、同社福島
主管の石山美香支店長らが出席し、石山支店長と遠藤
町長が協定書にサインしました。締結にあたり遠藤町
長が「相互の資源を活用して包括的な連携を図り、福
島復興の大きな力にしていきたい。」と挨拶しました。

↑締結式に出席した石山支店長（左）と遠藤町長
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沼津学園桐陽高校で町長講演会を
開催

　遠藤町長は９月４日（月）、静岡県沼津市の学校法
人沼津学園桐陽高等学校を訪れ、全校生徒約400名を
対象に『福島・復興・創生への災害に強いまちづくり』
と題して、講演会を開催しました。同校とは被災地支
援を通じて、平成27年と平成28年にいわき市の仮設
住宅への訪問をきっかけに、これまで13回に渡り交流
を重ねてきました。講演会で遠藤町長は、これまでの
被災地支援に対する感謝を伝えるとともに、広野町の
震災による被害状況やこれまでの復旧・復興の状況、
今後の新たなまちづくりの取り組みについて紹介し、

「福島の訪問から被災地の現況を受け止めていただき
たい。被災地における正しい情報発信を念頭に、風評
対策に取り組み、復興を前進させていきたい。」と講
演しました。

↑桐陽高校の生徒たちに講演をする遠藤町長

ふたば未来学園バドミントン部・
レスリング部活動報告会

　ふたば未来学園中高のバドミントン部とレスリング
部の生徒が９月１日（金）、広野町役場を訪れ、遠藤
町長に全国大会などでの活躍を報告しました。中学バ
ドミントン部は全中大会に出場し、男子の団体、ダブ
ルス（宮下・増田組）、シングルス（山城）、女子の団体、
ダブルス（畠山・溝尾組）が優勝し、高校はインター
ハイで男子団体と女子ダブルス（須藤・山北組）が優
勝しました。中学レスリング部は阿久津さんがU17世
界レスリング選手権で優勝しました。報告会には郡司
校長をはじめ各部の部員や顧問ら29名が出席しまし
た。遠藤町長が生徒代表へ表彰状と目録を贈呈し、「皆
さんの活躍から感動と勇気をもらいました。今後の活
躍を期待しています。」と挨拶しました。

↑未来学園の生徒と一緒に記念撮影

令和５年度広野町消防団婦人消防隊
秋季検閲式

　広野町消防団婦人消防隊秋季検閲式が９月24日
（日）、広野町総合グラウンドで行われ、団員らが防災
と防火への誓いを新たにしました。検閲式には消防団
員と婦人消防隊員、株式会社JERA広野火力発電所自
衛消防隊員を合わせて約80人が参加し、通常点検や機
械器具点検、小隊訓練などを行いました。遠藤町長は
訓辞で「消防団は住民の生命財産を災害から守り、ふ
る里広野町の復興の礎となるものです。近年発生して
いる自然災害の猛威に対して、消防の重要性をあらた
めて認識し、町民の信頼に応えるべく団員、隊員が一
丸となって取り組んでほしい。」と挨拶しました。

↑検閲式での通常点検の様子

土屋復興大臣・高木副大臣・
平木副大臣が就任挨拶

　土屋品子復興大臣が９月20日（水）、就任後初めて
広野町を訪れ、町役場で遠藤町長と面会しました。就
任挨拶には土屋復興大臣、高木副大臣、平木副大臣ら
が出席し、土屋大臣は「復興大臣として、現場の声を
聞き、肌で感じながら被災地に寄り添っていきたい。
震災から12年が経過しても被災地には解決しなけれ
ばならない重要な課題があります。きめ細かい支援を
通じて復興の総仕上げに全力で取り組んでいきます。」
と挨拶しました。遠藤町長は「広野町は９割の住民帰
還を成し得た“原子力災害からの共生のまち”として、
今後も被災地の新たな展望に向けて全力で復興を前進
させていきます。」と述べました。

↑面会した土屋復興大臣（左奥から４番目）と遠藤町長
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　令和５年第３回広野町議会定例会が９月12日か
ら15日までの会期で開催され、一般質問ならびに
議案の審議がなされました。
　会期初日には、遠藤町長が第２回定例会（６月開
催）以降の町政経過報告を行いました。町民のみな
さんにお伝えしたいことがたくさん盛り込まれてい
ますので、主な内容の抜粋を掲載します。

“日本一元気な町づくり”“日本一元気な町づくり”
� ふる里復興・創生「草創の年」� ふる里復興・創生「草創の年」
―いのちを守り、人を活かし・未来をつくる町――いのちを守り、人を活かし・未来をつくる町―

町長一般経過報告町長一般経過報告第３回広野町議会定例会

台
風
13
号
の
影
響
に

よ
る
災
害
対
策
本
部

　

９
月
８
日
、
午
後
７
時
49
分
に

大
雨
警
報
が
発
表
さ
れ
た
た
め
、

午
後
７
時
53
分
に
災
害
対
策
本
部

を
設
置
し
ま
し
た
。
午
後
８
時
22

分
に
土
砂
災
害
警
戒
情
報
が
発
表

さ
れ
、
夜
間
を
通
し
て
気
象
情
報

の
収
集
、
関
係
機
関
と
の
連
携
・

対
応
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
こ
の

間
、
気
象
庁
よ
り
午
後
９
時
半
ま

で
の
１
時
間
に
広
野
町
付
近
で
お

よ
そ
１
０
０
ミ
リ
の
猛
烈
な
雨
が

降
っ
た
と
し
て
、
記
録
的
短
時
間

大
雨
情
報
も
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

午
後
11
時
29
分
、
福
島
県
知
事
か

ら
町
長
へ
状
況
確
認
等
の
連
絡
が

あ
り
ま
し
た
。
９
月
９
日
、
午
後

２
時
４
分
、
大
雨
警
報
が
解
除
さ

れ
警
戒
配
備
体
制
を
解
除
し
ま
し

た
。
こ
の
大
雨
に
よ
り
、
人
的
被

害
お
よ
び
住
宅
等
へ
の
被
害
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
県
道
上
戸

渡
・
広
野
線
の
箒
平
地
区
で
道
路

が
崩
落
し
、
現
在
通
行
止
め
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
同
日
、
い
わ

き
市
長
に
対
し
、
お
見
舞
い
と
災

害
対
応
へ
の
職
員
協
力
等
に
つ
い

て
連
絡
を
行
い
、「
浜
・
中
・
会

津
友
好
協
定
」
を
締
結
す
る
平
田

村
長
、
西
会
津
町
長
か
ら
お
見
舞

い
の
ご
連
絡
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。総

　
務
　
課

　

６
月
17
日
、
広
野
駅
環
境
美
化

推
進
協
議
会
が
主
催
す
る
美
化
活

動
が
、
広
野
駅
周
辺
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
当
日
は
、
暑
さ
が
厳
し
い

中
、
同
協
議
会
の
根
本
会
長
を
は

じ
め
、
Ｊ
Ｒ
職
員
Ｏ
Ｂ
や
町
職
員

な
ど
約
60
人
が
参
加
し
、
広
野
町

の
玄
関
口
で
あ
る
駅
前
や
駅
構
内

の
除
草
作
業
に
取
り
組
み
ま
し

た
。

　

６
月
24
日
、
25
日
、
第
34
回
広

野
町
民
号
「
石
巻
・
松
島
海
岸
巡

り
さ
く
ら
ん
ぼ
狩
り
と
米
沢
ふ
れ

あ
い
旅
」
を
町
民
や
町
内
事
業
者

な
ど
82
名
の
参
加
の
も
と
、
コ
ロ

ナ
禍
の
影
響
に
よ
り
４
年
ぶ
り
に

開
催
し
、
町
民
等
が
旅
行
を
楽
し

み
な
が
ら
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

交
流
会
に
お
い
て
、
来
賓
の
櫻
井

公
一 

松
島
町
長
、
小
沢
晴
司
宮

城
大
学
教
授
か
ら
歓
迎
の
言
葉
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

６
月
27
日
、
故
黒
田
政
徳
様
へ

の
叙
勲
「
旭

き
ょ
く
じ
つ日

単た
ん
こ
う光

章し
ょ
う」

伝
達
式

を
ご
遺
族
同
席
の
も
と
執
り
行
い

ま
し
た
。

　

７
月
３
日
、
特
別
職
及
び
職
員

26
名
参
加
の
も
と
、
福
島
第
一
原

子
力
発
電
所
視
察
を
行
い
、
廃
炉

及
び
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
水
の
海
洋
放

出
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
現
況

を
確
認
し
ま
し
た
。

　

７
月
４
日
、
広
野
町
地
域
公
共

交
通
活
性
化
事
業「
Ｎの

っ

せ

Ｏ
Ｓ
Ｓ
Ｅ
」

出
発
式
を
行
い
ま
し
た
。
従
来
の

町
民
バ
ス
に
新
た
に
デ
マ
ン
ド
交

通
を
組
み
合
わ
せ
た
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
Ｅ

遠藤町長

福島第一原子力発電所視察「NOSSE」出発式
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の
取
り
組
み
に
よ
り
、
町
民
の
買

い
物
や
通
院
、
公
共
機
関
へ
の
移

動
手
段
の
確
保
を
図
っ
て
い
き
ま

す
。

　

８
月
23
日
、
東
京
電
力
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社 

小
早
川

社
長
、
小
野
副
社
長
、
髙
原
復
興

本
社
代
表
が
来
庁
し
、
議
長
同
席

の
も
と
、
国
の
「
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理

水
の
処
分
に
関
す
る
基
本
方
針
」

に
基
づ
き
実
施
さ
れ
る
福
島
第
一

原
子
力
発
電
所
に
お
け
る
Ａ
Ｌ
Ｐ

Ｓ
処
理
水
の
海
洋
放
出
に
つ
い
て

説
明
を
受
け
ま
し
た
。
処
理
水
の

海
洋
放
出
に
お
い
て
、
科
学
的
な

根
拠
に
基
づ
く
安
全
性
の
理
解
は

進
ん
で
き
て
い
る
が
、
社
会
や
国

民
に
お
け
る
「
安
心
」
の
醸

じ
ょ
う
せ
い

成
は

必
須
で
あ
り
、
国
・
県
等
が
実
施

す
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
結
果
等

を
国
内
外
に
対
し
透
明
性
を
も
っ

て
情
報
発
信
し
続
け
、「
新
た
な

風
評
」
を
生
ま
な
い
社
会
・
環
境

形
成
、
廃
炉
作
業
等
に
お
け
る
安

全
の
徹
底
に
つ
い
て
意
見
を
申
し

伝
え
ま
し
た
。

　

９
月
４
日
、
学
校
法
人
沼
津
学

園
桐と

う
よ
う陽

高
等
学
校
に
お
い
て
、
４

０
０
人
の
生
徒
を
対
象
に「
福
島
・

復
興
・
創
生
へ
の
災
害
に
強
い
ま

ち
づ
く
り
」
と
題
し
て
講
演
を
行

い
ま
し
た
。
学
校
法
人
沼
津
学
園

は
、震
災
後
13
回
に
わ
た
り
約
１
、

５
０
０
人
の
教
員
・
生
徒
が
当
町

を
訪
問
し
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
高
齢

者
と
の
交
流
や「
沼
津
の
杜
公
園
」

の
河
津
桜
の
手
入
れ
な
ど
を
行
っ

て
き
て
お
り
、
９
月
28
日
に
も
来

町
す
る
予
定
で
す
。

復
興
企
画
課

　

７
月
５
日
、
第
27
回
廃
炉
・
汚

染
水
・
処
理
水
福
島
評
議
会
が
、

い
わ
き
ワ
シ
ン
ト
ン
ホ
テ
ル
を
会

場
に
開
催
さ
れ
、
太
田
房
江
経
済

産
業
副
大
臣
を
議
長
に
、
15
市
町

村
長
、
県
漁
業
組
合
連
合
会
、
県

商
工
会
連
合
会
、
原
子
力
災
害
対

策
本
部　

廃
炉
・
汚
染
水
・
処
理

水
対
策
チ
ー
ム
、
原
子
力
損
害
賠

償
・
廃
炉
等
支
援
機
構
、
復
興
庁

な
ど
の
関
係
機
関
、
東
京
電
力

ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社
廃

炉
推
進
カ
ン
パ
ニ
ー
、
福
島
復
興

本
社
の
事
業
者
、
総
勢
50
名
が
出

席
し
ま
し
た
。
広
野
町
は
、
処
理

水
放
出
に
伴
う
風
評
被
害
防
止
と

国
際
機
関
に
よ
る
正
確
な
情
報
発

信
、
地
域
の
合
意
形
成
に
つ
い
て

求
め
ま
し
た
。

　

７
月
12
日
、
広
野
駅
東
側
第
２

期
開
発
整
備
事
業
と
し
て
、
町
と

受
託
者
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
ホ
ー
ム
ズ

株
式
会
社
と
の
共
同
に
よ
る
47
区

画
の
住
宅
造
成
工
事
が
完
成
し
、

北
郷
議
長
は
じ
め
議
員
各
位
、
来

賓
を
迎
え
て
の
竣
工
式
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

７
月
26
日
、
27
日
、
町
、
議
会

と
の
合
同
要
望
と
し
て
、
第
二
期

復
興
・
創
生
期
間
後
に
お
け
る
被

災
地
の
支
援
継
続
、予
算
の
確
保
、

福
島
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
コ
ー
ス
ト

構
想
の
推
進
、
移
住
・
定
住
の
推

進
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
へ

の
支
援
な
ど
、
竹た

け
や谷

と
し
子 

復

興
副
大
臣
、
太
田
房
江
経
済
産
業

副
大
臣
、
柳

や
な
ぎ
も
と本

顕
あ
き
ら 

環
境
大
臣
政

務
官
、
橘
慶
一
郎 

自
由
民
主
党

東
日
本
大
震
災
復
興
加
速
化
本
部

事
務
局
長
、
吉
野
正
芳
本
部
長
代

理
ほ
か
、
地
元
国
会
議
員
、
東
京

電
力
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会

社
に
対
し
、
要
望
活
動
を
行
い
ま

し
た
。

　

７
月
30
日
、
早
稲
田
大
学
ふ
く

し
ま
浜
通
り
未
来
創
造
リ
サ
ー
チ

セ
ン
タ
ー
主
催
、
第
12
回
ふ
く
し

ま
学
（
楽
）
会
が
、
県
立
ふ
た
ば

未
来
学
園
中
高
一
貫
校
を
メ
イ
ン

会
場
と
し
て
、
リ
モ
ー
ト
と
合
わ

せ
て
約
１
５
０
名
の
参
加
者
の
も

と
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
廃

炉
や
浜
通
り
地
域
社
会
の
将
来
像

に
つ
い
て
、
早
稲
田
大
学
、
東
京

大
学
の
専
門
家
や
新
た
に
双
葉
地

方
に
進
出
し
た
企
業
の
代
表
者
、

ふ
た
ば
未
来
学
園
高
校
生
ら
が
登

壇
し
、
研
究
内
容
や
取
り
組
み
状

況
を
報
告
す
る
と
と
も
に
、
参
加

者
と
意
見
交
換
を
し
ま
し
た
。

　

８
月
６
日
、
二
ツ
沼
総
合
公
園

フ
ル
ー
ツ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
へ
の
来

場
者
が
５
万
人
に
達
し
、
記
念
の

セ
レ
モ
ニ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。

５
万
人
目
の
来
場
者
は
、
三
春
町

に
あ
る
コ
ミ
ュ
タ
ン
福
島
の
バ
ス

ツ
ア
ー
に
参
加
し
た
小
学
生
の
団

体
の
み
な
さ
ん
で
し
た
。
セ
レ
モ

ニ
ー
で
は
、
参
加
者
全
員
へ
国
産

バ
ナ
ナ「
綺
麗
」を
使
っ
た
ス
イ
ー

ツ
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

８
月
27
日
、
第
７
回
福
島
第
一

廃
炉
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
双
葉
町

産
業
交
流
セ
ン
タ
ー
で
約
２
０
０

名
の
参
加
の
も
と
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の

廃
炉
を
着
実
に
進
め
て
い
く
た

め
、
国
内
外
に
対
し
て
正
確
性
と

透
明
性
を
も
っ
た
情
報
発
信
が
求

め
ら
れ
、
地
元
住
民
と
の
丁
寧
な

議
論
の
継
続
が
重
要
で
あ
り
ま

す
。

　

今
般
の
開
催
は
、
８
月
24
日
の

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
廃
炉
に

伴
う
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
水
が
放
出
さ

れ
た
直
後
で
あ
り
、
主
催
の
Ｎ
Ｄ

Ｆ
や
経
済
産
業
省
、
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
や

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
な
ど
の
国
際
機
関
、
当

事
者
の
東
京
電
力
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン

グ
ス
株
式
会
社
廃
炉
推
進
カ
ン
パ

ニ
ー
に
よ
る
見
解
と
説
明
が
な
さ

れ
、
会
場
と
の
意
見
交
換
が
な
さ

れ
ま
し
た
。

　

９
月
１
日
、
里
見
経
済
産
業
大

臣
政
務
官
が
来
訪
し
、
二
ツ
沼
総

合
公
園
の
国
産
バ
ナ
ナ
栽
培
事
業

で
実
施
し
て
い
る
産
総
研
の
地
下

水
を
使
っ
た
熱
交
換
シ
ス
テ
ム

広野駅東ニュータウン宅地造成工事竣工式広野町・議会合同要望活動
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（
地
中
熱
）
を
活
用
し
た
再
生
エ

ネ
ル
ギ
ー
事
業
の
取
り
組
み
を
視

察
し
、
国
産
バ
ナ
ナ
「
綺
麗
」
の

ご
試
食
を
さ
れ
ま
し
た
。
里
見
政

務
官
か
ら
、
広
野
町
の
チ
ャ
レ
ン

ジ
が
地
球
温
暖
化
防
止
、
省
エ
ネ

の
推
進
に
つ
な
が
る
こ
と
を
期
待

す
る
と
の
お
言
葉
を
頂
き
ま
し

た
。

　

９
月
３
日
と
６
日
、
町
の
魅
力

発
信
や
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
な
ど

を
行
う
「
広
野
夢
大
使
」
に
尾
田

栄
章 

様
、
岬
花
江 

様
を
任
命
し

ま
し
た
。
広
野
夢
大
使
は
、
福
島

県
や
町
に
ゆ
か
り
の
あ
る
人
、
東

日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
に
尽
力

す
る
人
な
ど
を
任
命
し
て
お
り
、

今
後
、
町
の
情
報
発
信
な
ど
で
復

興
を
後
押
し
し
て
い
き
ま
す
。

町
民
税
務
課

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
普
及
促

進
事
業
は
、
申
請
や
マ
イ
ナ
ポ
イ

ン
ト
受
付
等
の
機
会
を
増
や
す
た

め
、
毎
月
２
回
日
曜
日
の
役
場
開

庁
、
高
齢
者
宅
訪
問
に
加
え
、
申

請
業
務
委
託
に
よ
り
ス
タ
ッ
フ
を

増
員
し
対
応
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
発
行
に
関
し
て
は
、
総

務
省
に
お
い
て「
交
付
件
数
」、「
交

付
率
」
と
し
て
公
表
し
て
い
ま
し

た
が
、
こ
の
数
値
に
は
す
で
に
亡

く
な
っ
て
い
る
方
も
含
ま
れ
実
態

に
合
わ
な
い
と
の
こ
と
か
ら
、
７

月
よ
り
現
在
有
効
な
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
み
を
対
象
と
す
る

「
保
有
枚
数
」、「
保
有
枚
数
率
」

と
名
称
を
変
更
し
ま
し
た
。

　

総
務
省
発
表
に
よ
る
令
和
５
年

８
月
31
日
現
在
、
本
町
に
お
け
る

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
保
有
枚

数
は
３
、
７
３
１
枚
で
あ
り
、
保

有
枚
数
率
は
79
・
９
％
、
県
平
均

は
72
・
４
％
、
全
国
平
均
は
71
・

７
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

健
康
福
祉
課

　

７
月
４
日
か
ら
８
日
ま
で
の
５

日
間
、
３
密
を
防
ぐ
た
め
に
検
診

会
場
を
町
中
央
体
育
館
と
し
、
待

機
中
の
座
席
間
隔
を
十
分
に
と

り
、総
合
検
診
を
実
施
し
ま
し
た
。

受
診
者
数
は
、
国
保
特
定
健
康
診

査
４
０
７
人
、
後
期
高
齢
者
健
康

診
査
２
４
４
人
、
社
保
被
扶
養
者

特
定
健
康
診
査
51
人
、
そ
の
他
の

検
診
16
人
、
合
計
７
１
８
人
で
し

た
。

　

受
診
さ
れ
な
か
っ
た
方
の
受
診

機
会
と
し
て
８
月
27
日
、
日
曜
日

に
検
診
日
を
設
け
る
と
と
も
に
、

国
保
特
定
健
康
診
査
の
未
受
診
者

に
対
し
て
受
診
勧
奨
通
知
を
行

い
、
受
診
率
の
向
上
を
図
り
ま
し

た
。

　

ま
た
、
女
性
特
有
の
疾
病
で
あ

る
「
乳
が
ん
・
子
宮
が
ん
」
の
早

期
発
見
・
早
期
治
療
を
図
る
た

め
、
７
月
１
日
か
ら
10
月
31
日
の

期
間
、
乳
が
ん
検
診
・
子
宮
が
ん

検
診
に
つ
い
て
検
診
日
・
検
診
場

所
を
設
定
し
、
広
野
町
保
健
セ
ン

タ
ー
又
は
い
わ
き
市
の
医
療
機
関

に
お
い
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

９
月
６
日
、
令
和
５
年
度
広
野

町
敬
老
会
を
町
中
央
体
育
館
に
お

い
て
開
催
し
、
結
婚
50
周
年
を
迎

え
ら
れ
た
10
組
の
ご
夫
妻
へ
福
島

民
報
社
と
と
も
に
金
婚
夫
婦
表
彰

を
行
い
、
最
高
齢
者
お
よ
び
満
85

歳
以
上
の
高
齢
者
に
対
し
て
記
念

品
の
贈
呈
を
行
い
ま
し
た
。
余
興

と
し
て
「
歌
と
踊
り
の
祭
典
」
を

開
催
し
、
来
場
さ
れ
た
高
齢
者
の

皆
様
は
、
楽
し
い
一
時
を
過
ご
し

ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
き
ま
し
て
、

５
歳
以
上
の
す
べ
て
の
方
約
４
、

５
０
０
名
を
対
象
と
し
た
令
和
５

年
秋
開
始
接
種
は
、
高
齢
者
と
基

礎
疾
患
を
持
つ
方
は
、
９
月
20
日

か
ら
馬
場
医
院
で
の
個
別
接
種
、

12
歳
以
上
65
歳
未
満
の
接
種
希
望

の
方
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
で
の
集

団
接
種
、
５
歳
以
上
11
歳
未
満
の

方
は
ふ
た
ば
医
療
セ
ン
タ
ー
で
の

実
施
に
向
け
準
備
を
進
め
、
円
滑

な
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
取
り
組
み
ま

す
。こ

ど
も
家
庭
課

　

６
月
16
日
、
保
育
・
給
食
参
観

を
開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は
、
保

育
参
観
の
前
に
３
歳
か
ら
５
歳
児

保
護
者
を
対
象
に
、
相
双
保
健
福

祉
事
務
所
・
歯
科
衛
生
士
に
よ
る

「
フ
ッ
化
物
洗せ

ん
こ
う口

事
業
」、
わ
く
わ

く
ネ
ッ
ト
い
わ
き
に
よ
る
「
小
学

校
入
学
ま
で
に
親
と
し
て
知
っ
て

い
た
い
こ
と
に
つ
い
て
」
の
説
明

会
を
併
せ
て
実
施
し
ま
し
た
。

　

７
月
７
日
、
こ
ど
も
園
の
３
歳

か
ら
５
歳
児
を
対
象
に
、
劇
団
飛

行
船
に
よ
る
ア
リ
オ
ス
で
の
演
劇

観
賞
に
参
加
し
ま
し
た
。
園
児
た

ち
は
、
大
き
な
会
場
で
演
じ
ら
れ

る
２
つ
の
劇
を
最
後
ま
で
真
剣
に

鑑
賞
し
て
い
ま
し
た
。

　

７
月
21
日
、
児
童
館
に
お
い
て

夏
祭
り
を
実
施
し
ま
し
た
。
４
年

ぶ
り
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
よ
る
規
制
が
一
切
無
い
中

で
の
開
催
に
、
浴
衣
や
甚
平
を
着

た
児
童
た
ち
は
、
友
だ
ち
と
一
緒

に
ゲ
ー
ム
や
ヨ
ー
ヨ
ー
す
く
い
な

ど
を
行
い
、
夏
祭
り
を
楽
し
ん
で

い
ま
し
た
。

　

８
月
10
日
、
こ
ど
も
園
の
３
歳

か
ら
５
歳
児
を
対
象
に
、
田
村
市

ム
シ
ム
シ
ラ
ン
ド
で
の
体
験
見
学

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
園
児
た
ち

は
、
昆
虫
館
で
世
界
の
貴
重
な
生

き
た
昆
虫
を
見
学
し
、
カ
ブ
ト
ム

シ
ド
ー
ム
で
は
自
然
の
中
で
実
際

に
カ
ブ
ト
ム
シ
に
触
れ
る
な
ど
、

広野町敬老会

児童館夏祭り
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貴
重
な
体
験
を
し
ま
し
た
。
こ
の

体
験
見
学
会
は
、
次
年
度
以
降
も

継
続
的
に
開
催
す
る
こ
と
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

　

９
月
１
日
現
在
、
こ
ど
も
園
、

児
童
館
の
在
籍
者
は
、
こ
ど
も
園

94
人
、
児
童
館
64
人
と
な
っ
て
い

ま
す
。

環
境
防
災
課

　

６
月
21
日
、
７
月
21
日
、
広
野

町
安
心
・
安
全
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会

議
立
哨
活
動
を
国
道
６
号
役
場
前

交
差
点
等
で
実
施
し
、
ド
ラ
イ

バ
ー
に
安
全
運
転
へ
の
注
意
喚
起

を
促
し
ま
し
た
。
７
月
21
日
、
広

野
町
安
心
・
安
全
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

会
議
を
開
催
し
、
交
通
事
故
防
止

対
策
、
熱
中
症
予
防
、
ご
み
の
分

別
に
つ
い
て
会
員
企
業
に
協
力
を

求
め
ま
し
た
。

　

７
月
14
日
、双
葉
警
察
署
の「
夏

の
交
通
事
故
防
止
県
民
総
ぐ
る
み

運
動
出
発
式
」
が
、
広
野
町
中
央

体
育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
出
動

式
に
は
、交
通
関
係
団
体
を
始
め
、

地
元
企
業
、
広
野
小
学
校
の
１
・

２
年
生
が
参
加
し
て
運
動
期
間
中

の
無
事
故
を
誓
い
合
い
ま
し
た
。

福
島
県
警
察
音
楽
隊
に
よ
る
演
奏

も
行
わ
れ
、
参
加
者
し
た
小
学
生

た
ち
も
楽
し
く
交
通
安
全
を
学
び

ま
し
た
。

　

８
月
16
日
、
町
内
の
河
川
と
海

岸
の
環
境
を
守
る
た
め
、
盆
送
り

供
物
の
回
収
を
行
な
い
ま
し
た
。

役
場
敷
地
内
に
焼
香
台
と
供
物
置

場
を
設
置
し
、
早
朝
よ
り
多
く
の

方
々
に
活
用
い
た
だ
き
、
供
物
約

４
５
０
個
、
重
さ
に
し
て
４
１
０

キ
ロ
グ
ラ
ム
分
回
収
し
ま
し
た
。

　

９
月
10
日
、
第
70
回
福
島
県
消

防
協
会
双
葉
支
部
幹
部
大
会
が
広

野
町
中
央
体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
大
会
に
は
、
双
葉
地
方
の

消
防
団
幹
部
団
員
及
び
婦
人
消
防

隊
員
、
約
３
０
０
名
が
参
加
し
、

永
年
の
消
防
功
労
者
に
対
し
て
の

表
彰
、
並
び
に
国
県
等
表
彰
、
日

本
消
防
協
会
、
福
島
県
消
防
協
会

表
彰
受
賞
者
の
披
露
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

産
業
振
興
課

　

６
月
15
日
と
７
月
７
日
、
Ｊ
Ａ

福
島
さ
く
ら
ふ
た
ば
統
括
セ
ン

タ
ー
が
主
体
と
な
り
「
あ
ぜ
み
ち

指
導
会
」を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

延
べ
50
人
の
参
加
者
に
対
し
、
水

稲
栽
培
管
理
、病
害
虫
防
除
対
策
、

農
作
業
中
の
安
全
管
理
等
に
つ
い

て
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

　

７
月
８
日
、
田
村
市
に
お
い

て
「
昆
虫
の
聖
地
協
議
会
」
設
立

総
会
及
び
発
足
式
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
当
協
議
会
は
原
子
力
被
災

12
市
町
村
が
発
起
人
と
な
り
、
多

様
な
昆
虫
が
生
息
し
て
い
る
こ
と

自
体
に
着
目
し
、
豊
か
な
里
山
を

守
り
、
大
切
な
観
光
資
源
と
し
て

生
か
し
な
が
ら
市
町
村
が
連
携
し

て
交
流
人
口
の
拡
大
を
目
指
す
こ

と
な
ど
を
目
的
に
設
立
さ
れ
、
本

町
を
始
め
県
内
12
市
町
村
、
宮
崎

県
延
岡
市
な
ど
県
外
か
ら
２
市
１

町
、
合
計
15
の
自
治
体
が
参
加
し

て
い
ま
す
。
今
後
は
昆
虫
に
関
す

る
交
流
事
業
、
里
山
保
全
や
復
興

の
情
報
発
信
な
ど
を
実
施
し
ま

す
。

　

７
月
15
日
、
16
日
の
両
日
、
広

野
町
中
央
体
育
館
及
び
広
野
町
公

民
館
に
お
い
て
、
福
島
県
事
業
再

開
・
帰
還
促
進
事
業
を
活
用
し
、

町
民
の
帰
還
促
進
と
町
内
事
業
者

の
支
援
を
目
的
と
し
た
「
プ
レ
ミ

ア
ム
付
ひ
ろ
の
商
品
券
」
の
特
設

販
売
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

７
月
18
日
か
ら
12
月
28
日
ま
で

は
、
広
野
町
商
工
会
館
に
お
い
て

販
売
し
て
い
ま
す
。
８
月
末
日
現

在
、
１
３
、
３
４
２
セ
ッ
ト
、
額

面
に
し
て
２
０
０
、
１
３
０
、
０

０
０
円
分
の
商
品
券
を
販
売
し
ま

し
た
。「
プ
レ
ミ
ア
ム
付
ひ
ろ
の

商
品
券
」
事
業
に
つ
き
ま
し
て

は
、
令
和
５
年
度
で
終
了
と
な
り

ま
す
。

　

７
月
11
日
、
広
野
小
学
校
６
年

生
全
員
参
加
に
よ
り
、
ふ
る
里
広

野
町
の
自
然
を
愛
し
、
育
て
る
た

め
に
協
力
し
て
社
会
に
奉
仕
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
「
広
野
町
緑

の
少
年
団
」
の
結
団
式
を
執
り
行

い
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
２
年
ぶ

り
の
結
団
式
と
な
り
ま
し
た
。
９

月
３
日
に
は
、「
未
来
へ
つ
な
ぐ

希
望
の
森
林
（
も
り
）
づ
く
り
」

を
コ
ン
セ
プ
ト
に
南
会
津
町
で
開

催
さ
れ
た
「
第
６
回
ふ
く
し
ま
植

樹
祭
」
に
緑
の
少
年
団
２
名
が
保

護
者
と
共
に
参
加
し
、
山
桜
や
ブ

ナ
な
ど
広
葉
樹
の
植
樹
や
自
然
と

共
生
す
る
環
境
づ
く
り
と
し
て
緩

衝
帯
整
備
の
た
め
の
育
樹
な
ど
を

体
験
し
ま
し
た
。

　

８
月
11
日
、
国
の
「
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
基
本
的
対

処
方
針
」
が
廃
止
と
な
っ
た
こ
と

を
踏
ま
え
、
二
ツ
沼
総
合
公
園
に

お
い
て
真
夏
の
祭
典
「
広
野
町
サ

マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
２

３
」
を
飲
食
物
の
テ
ン
ト
販
売
、

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
従
来

通
り
実
施
し
て
開
催
し
ま
し
た
。

会
場
に
は
、
若
松
謙
維
参
議
院
議

員
を
始
め
と
す
る
多
く
の
ご
来
賓

と
町
内
外
か
ら
訪
れ
た
お
よ
そ
１

０
、
０
０
０
名
の
皆
様
が
夜
空
を

彩
る
４
、
０
０
０
発
の
花
火
を
堪

能
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

建
　
設
　
課

　

町
道
北
釜
・
大
谷
地
原
線
道
路

改
良
舗
装
工
事
に
つ
き
ま
し
て

は
、
４
月
に
契
約
し
た
埋
蔵
文
化

財
の
本
発
掘
調
査
が
終
了
し
、
調

夏の交通事故防止県民総ぐるみ運動出発式

広野町サマーフェスティバル2023



102023.10 2023.10 広報ひろの 広報ひろの 

査
の
結
果
、堅
穴
建
築
物
跡
２
件
、

溝
跡
１
件
、
縄
文
土
器
や
弥
生
土

器
等
が
出
土
し
ま
し
た
。
出
土
し

た
遺
物
に
つ
い
て
は
、
７
月
に
契

約
し
た
埋
蔵
文
化
財
報
告
書
作
成

業
務
委
託
に
よ
り
デ
ー
タ
の
取
り

ま
と
め
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

本
工
事
に
つ
き
ま
し
て
は
、
支

障
電
柱
６
本
の
移
設
、
流
末
の
排

水
構
造
物
設
置
が
完
了
し
引
き
続

き
本
線
の
道
路
改
良
を
進
め
て
い

ま
す
。
下
水
道
移
設
工
事
に
つ
い

て
は
、
起
点
部
か
ら
施
工
し
延
長

１
０
０
ｍ
区
間
す
べ
て
が
８
月
21

日
に
完
了
し
ま
し
た
。
上
水
道
移

設
工
事
に
つ
い
て
は
、
双
葉
地
方

水
道
企
業
団
発
注
に
よ
り
工
事
を

実
施
し
て
お
り
、
延
長
80
ｍ
区
間

の
う
ち
８
月
４
日
時
点
で
７
ｍ
完

了
し
、
残
り
の
73
ｍ
に
つ
き
ま
し

て
は
、
９
月
19
日
よ
り
施
工
予
定

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

町
道
萱
平
線
に
つ
き
ま
し
て

は
、
５
月
25
日
に
２
箇
所
あ
る
橋

梁
の
詳
細
設
計
の
委
託
契
約
を
締

結
し
、
６
月
29
日
に
は
水
道
管
の

添
架
設
計
の
委
託
契
約
を
締
結
し

ま
し
た
。
ど
ち
ら
も
令
和
６
年
２

月
29
日
に
完
了
予
定
と
な
っ
て
い

ま
す
。
河
川
測
量
に
つ
い
て
は
、

地
権
者
へ
測
量
立
入
の
周
知
を
図

り
、
10
月
上
旬
完
了
し
、
そ
の

後
、
橋
梁
詳
細
設
計
を
進
め
て
い

く
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。
福
島

地
方
法
務
局
の
調
査
で
判
明
し
た

長
期
相
続
登
記
未
了
土
地
に
つ
い

て
は
、
司
法
書
士
と
用
地
取
得
の

方
法
に
つ
い
て
協
議
を
し
て
い
ま

す
。

　

町
道
田
戸
作
線
道
路
改
良
工
事

に
つ
き
ま
し
て
は
、
７
月
27
日
に

工
事
請
負
契
約
を
締
結
し
、
延
長

２
５
３
ｍ
区
間
の
道
路
改
良
工
事

を
実
施
し
ま
す
。
工
期
に
つ
い
て

は
、
令
和
６
年
２
月
29
日
完
了
予

定
と
な
っ
て
い
ま
す
。
現
時
点
で

は
現
地
調
査
・
測
量
を
実
施
し
、

10
月
か
ら
現
地
の
状
況
を
確
認
し

な
が
ら
工
事
を
進
め
て
い
く
予
定

と
な
っ
て
い
ま
す
。

学
校
教
育
課

　

７
月
７
日
、
広
野
中
学
校
に
お

い
て
、
サ
ッ
カ
ー
日
本
代
表
専
属

シ
ェ
フ
の
西
芳
照
さ
ん
に
よ
る

「
ア
ス
リ
ー
ト
か
ら
学
ぶ
食
事
の

摂
り
方
」
を
テ
ー
マ
に
、
全
校
生

徒
を
対
象
に
食
育
講
演
会
を
実
施

し
ま
し
た
。
サ
ッ
カ
ー
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
５
大
会
に
帯
同
さ
れ
た
西

シ
ェ
フ
か
ら
は
、
そ
の
経
験
を
も

と
に
、体
を
つ
く
る
に
は
「
な
に
」

を
「
ど
の
よ
う
に
」
食
べ
る
と
よ

い
の
か
を
考
え
て
食
べ
る
こ
と
が

大
事
だ
と
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
生
徒
か
ら
は
、「
あ
ま
り
意

識
し
て
い
な
か
っ
た
食
生
活
で
す

が
、
今
日
の
講
演
を
聞
い
て
、
自

分
の
こ
と
な
の
で
食
事
に
つ
い
て

意
識
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
し

た
。」、「
監
督
の
要
望
に
よ
っ
て

食
材
を
変
え
た
り
、
食
べ
物
の
置

き
方
な
ど
を
工
夫
さ
れ
て
い
て
す

ご
い
と
思
い
ま
し
た
」
な
ど
の
感

想
が
あ
り
ま
し
た
。

　

７
月
29
日
、
第
８
回
目
と
な
る

町
営
学
習
塾
の
開
校
式
を
行
い
ま

し
た
。
平
成
26
年
度
か
ら
実
施
し

て
い
る
町
営
学
習
塾
は
、
基
礎
学

力
の
向
上
や
自
身
の
進
路
実
現
を

見
据
え
た
対
策
、
現
役
大
学
生
の

経
験
談
や
県
外
の
教
育
事
情
を
聴

き
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
を

生
き
抜
く
た
め
の
広
い
視
野
を
持

た
せ
る
総
合
的
な
学
習
支
援
を
実

施
し
て
お
り
、
今
年
度
は
広
野
中

学
校
及
び
ふ
た
ば
未
来
学
園
中
学

校
か
ら
17
名
の
生
徒
が
参
加
し
て

い
ま
す
。
式
で
は
、
講
師
を
務
め

る
首
都
圏
の
大
学
生
６
名
に
委
嘱

状
、
17
名
の
受
講
生
に
は
受
講
者

証
を
そ
れ
ぞ
れ
交
付
し
ま
し
た
。

　

８
月
２
日
、「
広
野
町
通
学
路

交
通
安
全
推
進
会
議
」を
開
催
し
、

児
童
・
生
徒
の
通
学
路
に
お
け
る

交
通
安
全
の
確
保
と
交
通
事
故
を

防
止
す
る
た
め
、
国
土
交
通
省
東

北
地
方
整
備
局 

磐
城
国
道
事
務

所
な
ど
関
係
機
関
・
団
体
の
皆
様

と
昨
年
度
に
取
り
組
ん
だ
施
策
の

検
証
と
保
護
者
か
ら
の
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
結
果
を
も
と
に
危
険
箇
所

等
の
対
応
策
を
検
討
す
る
と
と
も

に
、
通
学
路
危
険
箇
所
の
合
同
点

検
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

８
月
18
日
、
環
境
創
造
セ
ン

タ
ー
（
コ
ミ
ュ
タ
ン
福
島
）
に
お

い
て
、
県
教
育
委
員
会
主
催
に
よ

る
不
登
校
・
い
じ
め
等
対
策
推
進

事
業
「
い
じ
め
防
止
ラ
ウ
ン
ド

テ
ー
ブ
ル
」
が
開
催
さ
れ
、
広
野

中
学
校
か
ら
代
表
３
名
が
参
加
し

ま
し
た
。
本
事
業
は
、
い
じ
め
防

止
に
主
体
的
に
取
り
組
む
学
校
が

一
同
に
集
い
、
互
い
に
活
動
や
意

見
を
交
流
す
る
目
的
で
行
わ
れ
て

お
り
、
県
内
か
ら
白
河
中
央
中
学

校
、
下
郷
中
学
校
、
広
野
中
学
校

が
選
ば
れ
ま
し
た
。
広
野
中
学
校

か
ら
は
、
学
校
で
取
り
組
ん
で
い

る
「
い
じ
め
ゼ
ロ
運
動
」
に
つ
い

て
の
活
動
紹
介
を
全
参
加
者
の
前

で
行
っ
た
後
、
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
て
「
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ
る
い
じ
め
を

防
ぐ
た
め
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い

か
」
に
つ
い
て
意
見
交
流
を
行
い

ま
し
た
。

生
涯
学
習
課

　

６
月
17
日
、
広
野
町
の
明
日
を

担
う
青
少
年
の
健
全
育
成
の
た

め
、
町
民
総
ぐ
る
み
で
推
進
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
広
野
町
青

少
年
育
成
町
民
会
議
総
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
ふ
る
里
の
歴
史
伝
統

文
化
を
継
承
し
、
希
望
に
満
ち
た

青
少
年
の
育
成
の
た
め
の
事
業
を

展
開
し
て
い
き
ま
す
。

　

７
月
１
日
、
町
民
の
「
教
育
機

会
の
確
保
」、「
郷
土
愛
の
育
成
」、

「
世
代
間
の
交
流
」
を
目
的
と
し

た「
広
野
町
ふ
る
さ
と
創
生
大
学
」

を
開
校
し
ま
し
た
。
９
回
目
と
な

る
今
年
度
の
申
込
者
は
23
名
で
あ

り
、
開
校
式
で
は
受
講
生
に
入
学

許
可
証
を
交
付
し
ま
し
た
。
続
い

て
、
東
京
大
学
ア
イ
ソ
ト
ー
プ
総

合
セ
ン
タ
ー
特
任
研
究
員
、
裏
出

良
博
先
生
に
よ
る
「
続
！
聞
い
て

得
す
る
眠
り
の
話
」
と
題
し
た
講

義
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。
今
年

町営学習塾開講式
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内
で
発
掘
さ
れ
た
化
石
な
ど
の
埋

蔵
文
化
財
に
触
れ
合
う
き
っ
か
け

づ
く
り
や
ひ
ろ
の
未
来
館
の
利
用

を
促
進
し
て
い
き
ま
す
。

令和５年 第３回
広野町議会定例会議案

度
の
一
部
の
講
義
は
、座
学
の
ほ
か
、

実
際
に
目
で
見
て
自
然
に
触
れ
る

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
取
り
入
れ
、

講
座
を
進
め
て
行
く
こ
と
と
し
て
お

り
ま
す
。
今
年
度
の
ふ
る
さ
と
創
生

大
学
は
、
来
年
２
月
ま
で
、
計
６
講

座
、
全
11
回
開
催
す
る
予
定
で
す
。

　

７
月
２
日
、
令
和
５
年
度
双
葉
郡

ス
ポ
ー
ツ
交
流
大
会
が
富
岡
町
、
楢

葉
町
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

本
町
か
ら
は
野
球
、
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
、
剣
道
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

の
各
競
技
に
総
勢
55
名
が
参
加
し
、

暑
さ
に
負
け
ず
熱
戦
を
繰
り
広
げ
、

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ

ル
フ
が
優
勝
と
好
成
績
を
収
め
ま
し

た
。

　

７
月
24
日
、
令
和
５
年
度
前
期

広
野
町
公
民
館
講
座
に
お
け
る

「
終
活
講
座
」
第
１
回
目
を
開
催

し
、
相
続
・
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー

ト
・
後
見
人
制
度
等
に
つ
い
て
、

人
生
の
終
着
点
を
見
据
え
た
終
活

の
関
連
ト
ラ
ブ
ル
等
を
基
礎
か
ら

学
び
ま
し
た
。
こ
の
講
座
に
つ
い

て
は
、
８
月
７
日
、
８
月
21
日
の

３
回
開
催
し
て
お
り
、
延
べ
39
名

の
参
加
者
が
税
金
・
ラ
イ
フ
プ
ラ

ン
・
お
墓
事
情
や
、
身
近
に
起
こ

る
か
も
し
れ
な
い
消
費
者
被
害
等

に
つ
い
て
知
識
を
深
め
ま
し
た
。

　

７
月
26
日
、
放
課
後
学
習
支
援

事
業
「
ひ
ろ
の
元
気
教
室
」
の
夏

休
み
特
別
教
室
と
し
て
、「
明
治

食
育
セ
ミ
ナ
ー
出
前
授
業
」
を
行

い
、
小
学
４
年
生
か
ら
６
年
生
ま

で
の
11
名
が
、
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
が

で
き
る
ま
で
や
名
前
の
由
来
、
歴

史
や
カ
カ
オ
産
地
で
の
生
活
向
上

の
た
め
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
新

た
な
発
見
と
と
も
に
興
味
深
く
学

び
ま
し
た
。

　

７
月
29
日
か
ら
30
日
の
２
日

間
、
ひ
ろ
の
未
来
館
に
て
「
ひ
ろ

の
移
動
水
族
館
」
を
開
催
し
ま
し

た
。
２
日
間
に
わ
た
り
、
ア
ク
ア

マ
リ
ン
ふ
く
し
ま
に
よ
る
海
の
生

き
物
の
展
示
の
ほ
か
に
、
化
石
発

掘
体
験
や
ま
が
玉
づ
く
り
体
験
を

行
い
、
町
内
外
か
ら
約
３
０
０
名

が
来
館
し
ま
し
た
。
今
後
も
、
町

ひろの移動水族館

　

８
月
19
日
、
広
野
町
青
少
年
健

全
育
成
町
民
会
議
、
青
少
年
健
全

育
成
事
業
と
し
て
「
茶
道
教
室
」

を
開
催
し
、
参
加
し
た
小
学
１
年

生
か
ら
高
校
１
年
生
ま
で
の
14
名

が
、
茶
道
裏
千
家　

教
授　

猪
狩

宗そ
う
せ
い成

先
生
の
も
と
準
備
段
階
か
ら

の
お
も
て
な
し
や
礼
儀
作
法
な
ど

茶
道
の
基
本
を
学
び
な
が
ら
、
実

際
に
自
分
で
お
茶
を
た
て
る
難
し

さ
や
、
茶
道
の
奥
深
さ
を
体
験
し

ま
し
た
。

　

８
月
31
日
、
市
町
村
対
抗
福
島

県
大
会
広
野
町
実
行
委
員
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
軟
式
野
球
、
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
、
駅
伝
競
走
の
各
大
会

に
か
か
る
事
業
計
画
、
予
算
の
承

認
、
監
督
及
び
コ
ー
チ
の
選
任
を

行
い
ま
し
た
。

　

９
月
１
日
、
福
島
県
立
ふ
た
ば

未
来
学
園
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
及
び

レ
ス
リ
ン
グ
部
の
活
動
報
告
会
を

行
い
ま
し
た
。
町
民
に
夢
と
希
望

そ
し
て
誇
り
と
活
力
を
与
え
、
ス

ポ
ー
ツ
振
興
に
貢
献
さ
れ
た
功
績

を
称
え
、
ふ
た
ば
未
来
学
園
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
部
と
レ
ス
リ
ン
グ
部
に

表
彰
状
と
記
念
品
を
贈
呈
し
ま
し

た
。



122023.10 2023.10 広報ひろの 広報ひろの 

一
般
会
計

　
令
和
４
年
度
の
歳
入
総
額
は
、
76
億
７
２
６
３

万
７
千
円
と
な
り
ま
し
た
。
歳
出
総
額
は
、
71
億

２
８
７
４
万
７
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
歳
入
歳
出
差
引
額
は
、５
億
４
３
８
９
万
円
で
、

翌
年
度
に
繰
り
越
す
べ
き
財
源
４
８
７
４
万
９
千

円
を
差
し
引
い
た
実
質
収
支
額
が
４
億
９
５
１
４

万
１
千
円
と
な
り
、
こ
の
う
ち
３
億
円
を
財
政
調

整
基
金
に
積
み
立
て
、
残
り
を
令
和
５
年
度
に
繰

り
越
し
ま
し
た
。

歳
　
　
入

　
令
和
４
年
度
の
歳
入
決
算
額
は
、
前
年
度
63
億

１
５
１
４
万
９
千
円
に
対
し
て
、
13
億
５
７
４
８

万
８
千
円
（
21・50
％
）
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

　
歳
入
が
増
加
し
た
主
な
要
因
は
、
固
定
資
産
税

に
お
け
る
償
却
資
産
分
の
増
お
よ
び
東
京
電
力
株

式
会
社
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
に
よ
る
町

有
林
に
係
る
原
子
力
損
害
賠
償
金
に
よ
る
増
に
よ

る
も
の
で
す
。

歳
　
　
出

　
令
和
４
年
度
の
歳
出
決
算
額
は
、
前
年
度
57
億

３
８
０
万
１
千
円
に
対
し
て
、
14
億
２
４
９
４
万

６
千
円
（
24
・
98
％
）
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

　
歳
出
が
増
加
し
た
主
な
要
因
は
、
津
波
被
災
住

宅
再
建
支
援
事
業
に
伴
う
返
還
金
等
の
増
お
よ
び

財
政
調
整
基
金
、
公
共
施
設
等
総
合
管
理
基
金
へ

の
積
立
額
の
増
に
よ
る
も
の
で
す
。

町　税

歳入総額 76億7,263万7千円

50.8%

19.4%

11.7%

9.8%

%8.3%0.0%

29.8% 自主財源
70.2%

依存財源

国庫支出金
895,464千円

（前年度比　△8.02%）

県支出金
753,425千円

（前年度比　△2.89%）

町　債
0千円

（前年度比　0%）

その他
1,485,193千円

（前年度比　△12.30%）
その他の内訳
使用料及び手数料

61,399千円
繰越金 

411,348千円
分担金及び負担金･寄附金

29,618千円
繰入金  

232,423千円
財産収入  

25,995千円
諸収入  

724,410千円

3,897,431千円
（前年度比　67.91%）641,124千円

（前年度比　△12.30%）

地方譲与税等 町税内訳
町民税  

422,468千円
固定資産税

3,381,183千円
その他

93,780千円

一般会計歳入決算の状況

　
令
和
４
年
度
各
会
計
の
決
算
が
９
月
定
例
議

会
で
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
は
不
認
定
、
各
特
別
会
計
の
決
算

は
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
決
算
状
況
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

令和４年度

決 算

会計別決算の状況 （単位：千円）

区　　　　　分 歳 入 総 額 歳 出 総 額 歳入歳出差引額
一 　 般 　 会 　 計 7,672,637 7,128,747 543,890 

特　
別　
会　
計

国 民 健 康 保 険 788,222 741,850 46,372 
介 護 保 険 657,059 499,941 157,118 
土 地 開 発 事 業 506,477 491,489 14,988 
公 共 下 水 道 事 業 205,688 197,460 8,228 
農 業 集 落 排 水 事 業 40,579 39,089 1,490 
後 期 高 齢 者 医 療 21,267 20,505 762 
小 　 　 　 計 2,219,292 1,990,334 228,958 
合　　　　　計 9,891,929 9,119,081 772,848 
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【町　税】
町民の皆さんや企業が
町に納めた税金

【国庫支出金】
特定の目的のために、
国から交付されたお金

【県支出金】
特定の目的のために、
県から交付されたお金

【地方譲与税】
国が徴収して町に配分
されるお金

【町　債】
国や銀行などからの借
入金

【公債費】
借入金（町債）の返済
に使われるお金

※分類は地方財政状況調
査の分類方法による 歳出総額 71億2874万7千円

その他の内訳
議会費

62,594千円
災害復旧費
135,517千円
労働費

3,836千円

総務費
2,748,545千円
（前年度比　109.1%）

民生費
821,461千円
（前年度比　△11.3%）

衛生費
368,018千円
（前年度比　△32.5%）

公債費
203,240千円
（前年度比　△5.4%）教育費

468,900千円
（前年度比　△37.2%）

消防費
225,845千円
（前年度比　△2.2%）

その他
201,947千円
（前年度比　55.7%）

土木費
852,028千円
（前年度比　2.6%）
農林水産業費
585,322千円
（前年度比　△4.9%）

38.5%

11.5%
5.1%

9.1%

8.2%

12.0%

3.2%
6.6% 2.9%

商工費
653,441千円
（前年度比　334%）

2.9%

一般会計歳出決算の状況

主な事業 （単位：千円）

総 務 費

移 住・ 定 住 促 進 事 業 133,336 商 工 費 プ レ ミ ア ム 付 商 品 券 事 業 106,229
サッカー国際人育成プログラム支援事業 12,051 み か ん 畑 管 理 事 業 12,592
ア ー ト イ ベ ン ト 事 業 8,651

土 木 費

広 野 駅 周 辺 整 備 事 業 264,040
ゼ ロ カ ー ボ ン シ テ ィ 事 業 7,810 復 興 道 路 整 備 事 業 82,156

民 生 費

障 が い 者 援 護 事 業 131,441 道 路 新 設 改 良 事 業 124,080
児 童 手 当 支 給 事 業 49,865 土砂採取区域災害対策事業 123,918
後期高齢者医療療養給付費負担金 54,015 道 路 維 持 補 修 事 業 123,822
臨 時 特 別 給 付 金 事 業 35,516 消 防 費 双葉地方広域市町村圏組合消防費負担金 150,955

衛 生 費

除 染 対 策 事 業 費 158,419 防 災 マ ッ プ 制 作 業 務 委 託 16,115
環境放射線モニタリング事業 58,495

教 育 費

奨 学 資 金 貸 与 事 業 29,320
双葉地方広域市町村圏組合し尿処理費負担金 35,425 調理・配送・配膳業務委託料 22,841
双葉地方広域市町村圏組合塵芥処理費負担金 56,654 異 文 化 体 験 事 業 2,188

労 働 費 警 戒 パ ト ロ ー ル 事 業 3,836 ふるさと創造・映像教育プロジェクト事業 1,344

農林水産業費

ふ く し ま 森 林 再 生 事 業 263,528
林 業 専 用 道 整 備 事 業 88,150
土地改良施設維持管理事業 42,081
ふるさと応援寄附金特典事業 5,582

基金（積立金）の状況 （単位：千円）

区　　　　　分 令和３年度
末 現 在 高

令和４年度
積 立 額

令和４年度
取 崩 し 額

令和４年度
末 現 在 高

一般
会計

財 政 調 整 基 金 1,970,499 900,496 0 2,870,995 
減 債 基 金 446,713 40 0 446,753 
そ の 他 の 基 金 1,071,292 714,359 206,850 1,578,801 

特別
会計

国 民 健 康 保 険 基 金 253,566 25 0 253,591 
介護給付費準備基金 69,136 8 0 69,144 
合　　　　　計 3,811,206 1,614,928 206,850 5,219,284 
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令和４年度決算 健全化判断比率 および 資金不足比率
　「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」に基づき令和４年度決算に基づく
健全化判断比率および資金不足比率の状況をお知らせします。

（単位：％）

健全化判断
比　　　率

実質赤字比率 連結実質赤字比率 実質公債費比率 将来負担比率

健 全 化 判 断 比 率 － － 6.0 －

早 期 健 全 化 基 準 15 20 25 350

財 政 再 生 基 準 20 30 35
　備考 　実質赤字額および連結実質赤字額がない場合および実質公債費比率又は将来負担比率が算定されない場合

は「－」と記載しています。
（単位：％）

資 金 不 足
比 率

特別会計の名称 資金不足率 備　　考

公共下水道事業特別会計 － 令第17条第３号の規定により事業の規模を算定

農業集落排水事業特別会計 － 令第17条第３号の規定により事業の規模を算定

土 地 開 発 事 業 特 別 会 計 － 令第17条第４号の規定により事業の規模を算定

　備考　１　資金不足比率は、資金の不足額がない場合は「－」と記載しています。
　　　　２　備考欄は、事業の規模の算定方法を記載します。
　　　　※令　地方公共団体の財政の健全化に関する法律施行令（平成19年政令第397号）

 　一般会計における地方債の元
利償還金と特別会計および一部
事務組合などの起こした地方債
の元利償還金（準元利償還金と
いう。）のうち一般会計で負担
する額の合計額の標準財政規模
を基本とした額※に対する比率
の３年間（令和２～４年度）の
平均の数値です。
※ 　標準財政規模から元利償還

金などに係る基準財政需要額
算入額を控除した額です。

 　一般会計における地方債の残
高や特別会計および一部事務組
合などの起こした地方債の残
高、退職手当支給見込額（特別
職を含む。）、損失補償をしてい
る第三セクターなどの負担すべ
き債務の見込額、連結実質赤字
額、一部事務組合や土地開発公
社などの赤字額などの一般会計
が将来負担すべき実質的な負債
の額の標準財政規模を基本とし
た額に対する比率です。

　地方公共団体が、財政状況が
悪化した状況において、自主的
かつ計画的にその財政の健全化
を図るべき基準として定められ
た数値です。健全化判断比率が
この数値を上回った場合は、「財
政健全化計画」を策定し、議会
の議決を受けた後速やかに町民
に公表した上で県知事に報告し
なければなりません。

実質公債比率 将来負担比率 早期健全化基準

町債（借入金）の状況　            （単位：千円）

区　　　　　分 令和３年度
未 現 在 高

令和４年度
発 行 額

令和４年度
元金償還額

令和４年度
末 現 在 高

一 般 会 計 1,565,960 0 191,839 1,374,121 

公 共 下 水 道 事 業 会 計 443,926 0 89,065 354,861 

農 業 集 落 排 水 事 業 会 計 144,747 0 19,338 125,409 

土 地 開 発 事 業 特 別 会 計 135,200 0 15,733 119,467 

合　　　　　計 2,289,833 0 315,975 1,973,858 
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福島県議会議員一般選挙
広野町議会議員一般選挙

の投票日は11月12日（日）です。

福島県議会議員一般選挙・広野町議会議員一般選挙のお知らせ

問  広野町選挙管理委員会　〒979ｰ0402 福島県双葉郡広野町大字下北迫字苗代替35　☎0240ｰ27ｰ2111

■投票所略図
住　　所：広野町大字下北迫字新町87ｰ1
投票時間：午前７時～午後７時

下北迫地区集会所
至楢葉町

至上北迫

至いわき市 至広野駅

北迫
地蔵尊

集会所

下北迫地区
集会所

６

至
いわき市

至いわき四倉

至富岡 至楢葉町
至

木戸駅

至
末続駅

広野
中学校

広野
小学校

広野 IC

常
磐
道

６ 二ツ沼
総合公園

広
野
駅

広野町
役　場

住　　所：広野町大字下北迫字苗代替35
投票時間：午前７時～午後７時

広野町役場児童図書室
至楢葉町

至折木
　温泉

至高萩

至いわき市

大平団地

大平未来
団地

G.S.

折木地区
集会所

６集会所

住　　所：広野町大字折木字大平168ｰ1
投票時間：午前７時～午後７時

折木地区集会所

■投票所入場券
　入場券を紛失した、入場券がない（届かない）など、入場券を持たずに投票所に来た場合でも本人確認をした
上で投票できますので、投票所の受付に申し出てください。

■選挙公報
・選挙公報が届かない場合は、広野町選挙管理委員会までお問い合わせください。なお、広野町選挙管理委員会

のホームページに紙面を掲載します。
・福島県議会議員一般選挙の選挙公報については、福島県選挙管理委員会（☎024ｰ521ｰ7062）までお問い合

わせください。

 期日前投票
　後日発送する「投票所入場券」をご持参の上、期日前投票所にお越しください。
　なお、福島県議会議員一般選挙および広野町議会議員一般選挙の期日前投票期間が異なりますので必ず下記の
表をご確認ください。

※ 期日前投票所で宣誓書に署名が必要です。「投票所入場券」がなくても投票できますが、本人確認を行います。投票所入
場券をご持参いただくと、スムーズに受け付けることができます。

※ 期日前投票では、投票しようとする日に満18歳以上となっている必要があります。
　下記のいずれかの期日前投票所において投票することができます。
福島県議会議員一般選挙 場　　所 期　　間 時　　間

広野町役場児童図書室 11月３日（金）～11月11日（土）午前８時30分～午後８時

広野町議会議員一般選挙 場　　所 期　　間 時　　間
広野町役場児童図書室 11月８日（水）～11月11日（土）午前８時30分～午後８時

 立候補予定者説明会
■日　　時　令和５年10月12日（木）　午前９時～　■場　　所　広野町役場201会議室
■被選挙権　①日本国民で選挙期日に満25歳以上であること。
　　　　　　②広野町議会議員の選挙権を持っていること。
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Information　健康福祉課

原子力災害被災地域における医療・介護保険料など
減免措置に係る令和５年度以降の取扱いについて
　平成23年３月11日に発生した東日本大震災および
福島第一原子力発電所事故に伴う医療・介護保険など
の一部負担金や保険料（税）の免除措置について、一
定以上所得者を除き継続されています。
　減免措置の見直しについては、令和３年３月９日に
閣議決定された「「第２期復興・創生期間」以降にお
ける東日本大震災からの復興の基本方針」において、

「被保険者間の公平性などの観点から、避難指示解除
の状況も踏まえ、適切な周知期間を設けつつ、激変緩
和措置を講じながら、適切に見直しを行う」こととさ
れています。
　この閣議決定を踏まえた国からの令和４年４月８日
付け通知に基づき、令和５年度以降の取扱いは右記の
とおりとなります。

■ 平成23年３月11日時点で広野町に住民票があった
方（または世帯）（※）

※平成26年度までに避難指示などが解除された地域
・ 国民健康保険、後期高齢者医療、介護保険の保険料（税）
　　　令和４年度まで・・・全額減免
　　　令和５年度　　・・・１／２減免
　　　令和６年度以降・・・減免終了
・ 国民健康保険、後期高齢者医療、介護保険の一部負

担金（利用者負担）
　　　令和７年３月末まで　・・・免除継続
　　　令和７年４月１日以降・・・免除終了
　平成23年３月11日時点で平成27年度以降に避難
指示などが解除された地域に住民票があった方は、減
免措置の終了時期が上記以降となります。詳しくは、
平成23年３月11日時点で住民票のあった自治体へお
問合せください。
問  広野町　健康福祉課　☎0240ｰ27ｰ2113

Information　総務課

行政相談所を開設します
行政相談とは？
　行政相談とは、役所（国、県および市町村）や特殊
法人などの仕事に関して、苦情や困っていること、心
配なこと、分からないこと、要望したいことなどにつ
いて相談に応じ、行政機関とは異なる立場から解決を
手伝い、行政の制度や運営の改善を促すものです。
　受付窓口としては、総務大臣が住民の信頼の厚い方
へ委嘱した「行政相談委員」があります。行政相談委
員は、各市町村に１人以上配置されており、地域の身
近な相談窓口として活躍しています。誰でも無料で相
談でき、秘密は固く守られますので、ぜひご相談くだ
さい。

秋の行政相談所の開設
　総務省において、10月16日（月）から22日（日）
までを「行政相談週間」と定めています。広野町では、
行政相談委員が自宅などで相談に応じるほか、次の日
程で「行政相談所」を開設します。町民の皆さんが行
政に対して抱えている悩み事をお話しください。

■日時　令和５年10月20日（金）
■時間　午前10時～午後３時
■場所　広野町公民館１階　研修室２

広野町担当行政相談委員
　　　中津 由美さん
☎090-5357-2396

行政相談の流れ
１．相談の受付

　相談者が行政相談委員に対して、
役所などに関する困り事や悩み事を相談する。

▼
２．関係機関への事実確認

　行政相談委員は、各相談事の内容に応じて関係
機関へ連絡を行い、改善をするよう働きかける。

▼
３．関係機関からの回答

　関係機関は、各相談事の対応結果について、行
政相談委員へ連絡を行う。

※ 内容により対応が難しい場合もありますので、ご了
承ください。

問  広野町　総務課　☎0240ｰ27ｰ2111
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Information　健康福祉課

介護保険料および後期高齢者医療保険料の年金からの特別徴収開始
　平成23年３月11日に発生した東日本大震災および
原子力災害により避難指示などが出された区域のう
ち、旧緊急時避難準備区域および平成26年12月31
日までに解除された避難指示解除準備区域に居住して
いた方で、一定所得以下の個人または世帯は令和５年
度における国民健康保険税、介護保険料および後期高
齢者医療保険料について、本来の賦課額の２分の１を
納めていただくこととなります。
　介護保険料については、介護保険法第135条より、
原則、年金からの天引きとなる特別徴収を開始いたし
ます。介護保険料の対象者は、令和５年４月１日時点
で広野町に住民票のある65歳以上の第一号被保険者
の方で、年金（老齢年金・退職年金、遺族年金および
障害年金）の年額18万円以上を受給されている方と
なります。
　後期高齢者医療保険料については、75歳以上または
一定の障がいを持つ65歳以上の方で、年金の受給額が
年額18万円以上かつ介護保険料と合わせた保険料額
が年金額の２分の１を超えない方が対象となります。
　年金からの特別徴収は、令和５年10月支給の年金
から開始されます。
　なお、これらに該当しない場合は普通徴収となりま
す。支払い方法は納付書または口座振替となりますが、
納め忘れの無いよう口座振替をご活用ください。
　保険料や納期などについては、令和５年７月以降に
送付しております「保険料納入通知書」でご確認くださ
い。

特 別 徴 収 と 普 通 徴 収

対 象 者 納付方法

特
別
徴
収

● 老齢年金、退職年金、遺族年
金、障害年金を年額18万円
以上受給されている方

＊手続きは必要ありません

受給されている
年金から自動徴
収されます。

普
　
通
　
徴
　
収

●年金を受給されていない方
●年金の受給額が年額18万円

未満の方
●特別徴収の要件を満たしてい

ても、以下の条件に該当する方
１．令和５年４月１日以降に65

歳になられた場合（介護保険料）
２．令和５年４月１日以降に

75歳到達または、65歳以上
で一定の障がいをお持ちの場
合（後期高齢者医療保険料）

３．他の市町村から広野町へ転
入された場合

４．年度の途中で所得段階の区
分が変更となった場合

５．年金の再裁定などにより年
金の種類や金額が変更された
場合（特別徴収が継続される
場合もあります。）

６．年金の支払いが停止（一部
停止）になった場合

納付書でのお支
払いまたは口座
振 替 と な り ま
す。

口座振替取り扱
い金融機関につ
いては下記の通
りです。

・あぶくま
　信用金庫
・ゆうちょ銀行　　
・東邦銀行
・福島さくら
　農業協同組合

問  広野町　健康福祉課　☎0240ｰ27ｰ2113

Information　国土交通省東北運輸局福島運輸支局

乗るなら確認「自賠責」お忘れなく！
　交通事故による死傷者数は年々減少傾向にあるもの
の、令和４年の事故発生件数は約30万件、死傷者数
は約36万人と、国民の誰もが交通事故の被害者にも
加害者にもなり得る極めて深刻な状況となっています。
　交通事故は車社会の負の部分であり、被害者にとっ
ても加害者にとっても悲惨な結果をもたらすもので
す。
　自賠責保険・共済は、すべてのクルマ・バイクなど
１台ごとに加入が義務づけられており、加害者の賠償
責任を担保することで、被害者の基本的な賠償を保障
する制度であり、被害者の救済を目的としています。

　一人一人が、より一層自賠責制度の役割や重要性、
保険金・共済金の支払いのしくみなどを十分に理解・
認識することがとても大切です。

問  国土交通省東北運輸局福島運輸支局　
輸送・監査部門　☎024ｰ546ｰ0345
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Information　健康福祉課

令和５年度 広野町物価高騰に係る緊急補助金のご案内
　コロナ禍における原油価格や物価の高騰による影響
を緩和するため、特に家計への影響が大きい生活困窮世
帯などに対し、１世帯あたり１万円の補助金を支給しま
す。
■支給対象世帯

　次の（1）、（2）および（3）を共に満たす世帯
が補助金の対象となります。

（1）市町村民税非課税世帯であること
令和５年６月１日時点で広野町に住所を有し、
世帯全員の令和５年度「市町村民税均等割」が
非課税であること。

（2）次の要件のいずれかを満たす世帯であること
　　①　高齢者世帯
　　　世帯員全員が65歳以上である世帯
　　②　障がい者世帯
　　　 世帯主または世帯員に次の要件を満たす者がい

る世帯
ア　身体障害者手帳の交付を受けた者
イ　療育手帳の交付を受けた者
ウ　精神障害者保健福祉手帳の交付を受けた者
エ　 アからウに準ずる障がい者として町長が認

める者

　　③　ひとり親世帯
　　　 18歳未満の児童を監護している配偶者のない

父親又は母親とその児童のみで構成され、児童
扶養手当を全額受給している世帯

（3） 市町村民税均等割が課されている者の扶養親
族などのみで構成される世帯でないこと

■手続きについて
　10月上旬に支給対象世帯へ手続きに関する書類
を送付いたしますので、必要事項をご記入いただき、
必要書類を添付のうえ広野町健康福祉課までご提出
ください。
　ただし、税の修正申告などにより新たに支給対象
世帯となる場合は、手続きに関する書類を送付いた
しますので、広野町健康福祉課までお問い合わせく
ださい。

■手続き期限　令和５年11月30日（木）まで
■手続き先　 必要書類を健康福祉課窓口まで直接また

は郵送でご提出ください。

問  広野町　健康福祉課　☎0240ｰ27ｰ2113

Information　生涯学習課

令和６年 広野町はたちを祝う会のお知らせ
　令和６年広野町はたちを祝う会を次のとおり開催い
たします。
■開催日時　令和６年１月７日（日）
　　　　　　午前10時開始 （午前９時30分受付開始）
■開催場所　広野町公民館　２階　大会議室
■該 当 者
　① 平成15年４月２日から平成16年４月１日までの

間に生まれた人
　② 広野町に住所がある人または平成30年度に広野

町立広野中学校を卒業した人
　　 ただし、平成27年度広野小学校卒業生、平成22

年度（東日本大震災当時）広野小学校１学年在学
生であった方は在住してなくても参加できます。
この場合は、生涯学習課へご連絡お願いします。

※ 対象者には10月上旬ま
でに参加申込書を郵便
で送付する予定ですが、
ホームページから様式
をダウンロードして、
必要事項を入力のうえ、
E-mailにより送付する
こともできます。

　 郵便が届かない場合は、
生涯学習課へご連絡お
願いします。

問  広野町　生涯学習課（公民館内）　
☎0240ｰ27ｰ3244
E-mail : koumin@town.hirono.fukushima.jp
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Information　総務課

広野町町営住宅などの入居者公募
　広野町町営住宅などの入居者を募集しますので、入居を希望される方は、下記のとおり申込みください。
公募住宅の詳細

名　　称 大平団地 虻木団地 広野原団地 大平未来団地 桜田住宅 マリンコーポ

種 類 集合 集合 集合 集合 集合 集合

間 取 り ３ＤＫ ３ＬＤＫ ２ＤＫ ２LＤＫ ３ＤＫ ２ＬＤＫ

構 造 ＲＣ造 ＲＣ造 ＲＣ造 木造 ＲＣ造 ＲＣ造

空 き 戸 数 15 １ ２ １ ９ ２

建 築 年 昭和48年 昭和56年 平成26年 平成28年 平成６年 平成８年

階 数 ２階
メゾネット

２階
メゾネット ２階 １階 ５階

エレベータ無
３階

エレベータ無

所 在 地 折木大平地区 上浅見川
虻木地区

下浅見川
桜田地区 折木大平地区 下浅見川

桜田地区
下浅見川
桜田地区

所 得 要 件
※

月額所得
15万８千円

以下

月額所得
15万８千円

以下

月額所得
15万８千円

以下

月額所得
15万８千円

以下

月額所得
15万８千円

以上
月額所得

20万円以上

そ の 他 単身･ペット
不可

単身･ペット
不可

単身･ペット
不可

単身･ペット
不可

単身･ペット
不可

単身･ペット
不可

家 賃 8,700円～
20,600円

12,200円～
32,400円

15,700円～
41,600円

13,400円～
35,600円

33,000円～
40,000円 52,000円

※ 所得要件については、“（世帯全員の合計所得－控除額の合計）÷12か月”といった算出式を用いますので詳細
については、ホームページもしくは問合せ先までご連絡ください。

入居申込方法
■申込資格
・同居親族があること。
　 ただし、次に該当する方は単身で申し込みが可能で

す。
　▶60歳以上の方　
　▶生活保護者
・住宅に困っていることが明らかな方。
・前年の世帯の合計所得が上記の表の所得要件内であ

ること。
・過去の町営住宅などに入居していた際に滞納家賃な

ど債務がないこと。
・過去に町営住宅などに入居していた際に住宅明け渡

しの請求を受けたことがないこと。
・暴力団員でないこと。
■申込に必要な書類など
・入居申込書　・暴力団排除に関する誓約書
・世帯全員が記載されている住民票の写し（筆頭者、

続柄が記載されているもの）

・前年の所得を証明できる書類（源泉徴収票や所得証
明書）

・納税していることが確認できる書類（納税証明書）
・困窮事項申告書（大平団地、虻木団地、広野原団地・

大平未来団地の入居希望者のみ）
■申込受付期間
　 令和５年10月16日（月）～令和５年10月27日（金）
　窓口の受付は、午前８時30分～午後５時15分
■選考方法
　書類審査後、希望する部屋に重複があった場合は公

開抽選により入居者を決定します。
■入居抽選会および入居者説明会
　令和５年11月中旬を予定しています。
　申込された方には、書類審査後、電話または文書に

てお知らせします。
■入居可能時期
　令和５年11月下旬を予定しています。

問  広野町　総務課　☎0240ｰ27ｰ2111
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Information　町民税務課

町県民税・国民健康保険税は10月31日が納期限です
　町県民税（３期）と国民健康保険税（４期）の納期
限は、次のとおりです。
■納 期 限　令和５年10月31日（火）
■納付場所　①あぶくま信用金庫　本・支店
　　　　　　②福島さくら農業協同組合　本・支店
　　　　　　③東邦銀行　本・支店
　　　　　　④いわき信用組合　本・支店
　　　　　　⑤ゆうちょ銀行　東北６県の各支店
　　　　　　⑥福島銀行　本・支店
　　　　　　⑦大東銀行　本・支店

　　　　　　⑧広野町役場　出納室
　　　　　　⑨コンビニエンスストア
■口座振替日　あぶくま信用金庫
　　　　　　　令和５年10月31日（火）
　　　　　　　その他の金融機関
　　　　　　　令和５年10月27日（金）
　　　　　　　※ 口座振替については、振替日前に口

座残高のご確認をお願いします。

問  広野町　町民税務課　☎0240ｰ27ｰ4160

Information　福島広域雇用促進支援協議会
厚生労働省福島労働局委託事業「福島雇用促進支援事業」

福島広域雇用促進支援協議会からのお知らせ
就活ワークショップ事業『求職者カフェ』
　【利用無料・予約不要】★就職率50％以上★
　応募書類作成や面接対策、証明写真撮影、ビジネス
マナーやオンライン就活まで、ニーズに合わせた支援
を行っています。毎月、就活に役立つイベントを無料
で開催しています。是非求職者カフェにお越しくださ
い。
■場　　所　いわき市中央台飯野４ｰ２ｰ４ 
　　　　　　いわきニュータウンセンタービル１F
　　　　　　※いわき市役所中央台公民館そば
■利用時間　午前10時～午後６時（月～金）
　　　　　　※祝日を除く
■電話番号　0246ｰ28ｰ8706

【求職者向け】行くしかない!! 就職面接会 in 楢葉
　【参加無料・履歴書不要・服装自由】
　面接会が就職への近道♪求人票には載っていない魅
力が聞ける！
★応募書類キットのプレゼント　
■日　　時　10月13日(金) 　
　　　　　　午後１時30分～午後３時
■会　　場　 ならはスカイアリーナ（双葉郡楢葉町大

字大谷字上ノ原16番地）
■参加企業　 20社（企業の詳細はホームページをご

覧ください）
■参加方法　電話、ホームページから予約
　または当日参加☎024ｰ524ｰ2121
　 入場は予約の方を優先します。予約が
　おすすめです。詳細はホームページをご覧ください。

問  福島広域雇用促進支援協議会 広野窓口
　　（広野町役場産業振興課内）

☎0240ｰ23ｰ5586  0240ｰ23ｰ5587 はたらっこ 働きたいネット  検索

★日時　毎週水曜日　14:00～17:00
　　　　（令和５年６月14日～令和６年２月７日）
★場所　広野公民館 ☎0240ｰ27ｰ3244
　　　　（広野町中央台１丁目１番地）
★お問い合わせ　☎080ｰ5224ｰ0105
将棋・麻雀などの遊戯を通して地域と世代
を超えて交流しませんか？小学生以上居住
地にかかわらずどなたでも参加できます！
令和５年度 地域経済政策推進事業費補助金（被災12市町村における地域のつながり支援事業）

相双文化発信センター遊戯交流会参加者募集相双文化発信センター遊戯交流会参加者募集

無料!!
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Information　福島県相双農林事務所双葉農業普及所・産業振興課

柿を原料とした乾燥果実（あんぽ柿、干し柿など）加工に
関するお願い
 　柿は、乾燥加工により放射性物質濃度が食品衛生
法上の基準値（一般食品で放射性セシウム100bq ／㎏）
を超過する懸念があることから、広野町において、令
和５年産柿を、出荷販売（無償での譲渡も含む）を目
的として乾燥果実（干し柿、あんぽ柿）へ加工すること
は控えるようお願いいたします。
　また、他町村から原料柿を持ち込んで加工すること
も控えるようお願いいたします。

　次年度以降、出荷を目的とした生柿、または柿を加
工した乾燥果実（あんぽ柿、干し柿など）を生産する
見込みのある方は、下記担当まで御連絡ください。
　また、御不明な点につきましても、お問い合わせく
ださい。
問  福島県相双農林事務所双葉農業普及所

☎0240-23-6474
広野町　産業振興課　☎0240ｰ27ｰ4163

Information　県庁総務部税務課・相双地方振興局県税部

県からのお知らせ
　県では、10月を「不正軽油撲滅強化月間」と定め、
関係団体と協力して、　不正軽油の排除に取り組んで
おります。軽油に課税される軽油引取税を脱税する目
的で、軽油に灯油や重油を混ぜるなどして製造される
燃料、いわゆる「不正軽油」が正常な軽油と偽って販
売、使用されている事例があります。
　この不正軽油は、悪質な脱税行為であり、環境汚染
の問題のほか、公正な市場競争の阻害、更には暴力団
などの資金源にもつながります。
　「不正軽油を作らない・売らない・買わない・使わ
ない。」

　不正軽油の防止・撲滅には、県民の皆様のご協力と
情報提供が欠かせません。
　不正軽油の情報提供につきましては、県庁税務課ま
たは最寄りの地方振興局県税部までご連絡ください。

問  不正軽油ホットライン （県庁総務部税務課） 　
☎024-521-7205 　024-521-7905
メール　zeimu@pref.fukushima.lg.jp
相双地方振興局県税部
☎0244-26-1127　0244-26-1128
メール　souso.kenzei@pref.fukushima.lg.jp

Information　環境防災課

「ごみと資源の分け方・出し方 分別早見表」を
ご活用ください
　家庭から出るごみの減量化と資源ごみのリサイクル率を高め、ゴミの減量化に
よる環境負荷の低減を図ることを目的に発行しました。家庭ごみの分け方・出し
方について、品目ごと50音順に詳しく掲載しています。家庭ごみを出す場合は、
本早見表を確認し、ごみステーションボックスに出してください。
問  広野町　環境防災課　☎0240ｰ27ｰ2114

ごみと資源の
分け方･出し方

分 別 早 見 表

広野町

版
存
保

燃える
ごみ 燃えない

ごみ

ごみ処理券

ごみ処理券

ごみ処理券

広野町ホームページで情報を
いち早くお伝えします！
　広野町から「お知らせ」や「まちの
話題」、「イベント」などの情報をいち
早くお伝えしています。ぜひご確認く
ださい。

「広野町」を検索

ひろのどこでもe-Booksを
ご存知ですか？
　広野町が発行している「広報ひろの」
や「広野町ガイドブック」、「議会だよ
り」、「東日本大震災の記録」などをパ
ソコンやタブレット端末で見ることが
できます。

「ひろのどこでも
e-Books」を検索
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Information　環境防災課

富岡地区防犯指導隊　広野分隊の活動紹介
富岡地区防犯指導隊　広野分隊とは

　平成６年から地域安全活動がスタートしたこと
に伴い、警察署単位で組織されている地区防犯協
会の附置機関として結成された防犯ボランティア
団体で、防犯パトロールや見守り活動を積極的に
実施して町内の安全と安心に貢献しています。現
在、８人の分隊員で組織されています。

■活動内容
・毎週水曜日町内通学路危険個所見守り活動
・ 毎週10日のあいさつ運動（通学時間帯に小・中

学校、未来学園を巡回して校門前で実施）
・ 偶数の月の15日（年金支給日）になりすまし詐欺

防止の啓発運動（郵便局、あぶ信、農協前での活動）
・安全・安心ネットワーク会議への参加

金融機関利用者に呼びかける防犯指導隊員

■防犯功労者受賞（令和５年７月19日）
　 　長年積極的に防犯活動への参加協力が認められた

２名の分隊員（根本智夫分隊員、青木善市分隊員）
が双葉警察署長、富岡地区防犯協会連合会長から表
彰を受けました。

根本安知分隊長（右から２番目）と共に遠藤智町長に受賞
報告に訪れた根本智夫分隊員（右から３番目）、青木善市
分隊員（右から４番目）

問  広野町　環境防災課　☎0240ｰ27ｰ2114

Information　自衛隊福島地方協力本部　相双地域事務所

令和６年度入校 陸上自衛隊高等工科学校生徒採用案内
　　　　　　　　自衛隊福島地方協力本部では、次のとおり学生を募集します。

募集項目 陸上自衛隊高等工科学校生徒（一般）

応募資格
令和６年４月１日現在、15歳以上17歳未満の男子

（中学校卒業または中等教育学校の前期課程修了者） 
（令和６年３月中学校卒業または中等教育学校の前期課程修了見込みの者を含む。）

募集人員 令和４年度参考　約230名
受付期間 令和５年10月１日～令和６年１月５日（締切日必着）

試験期日 第１次試験：令和６年１月13日または１月14日のいずれか指定された日 
第２次試験：令和６年１月25日から１月28日までの間の指定する１日

受験会場 第１次試験 ： 細部については、相双地域事務所にお問い合わせください。 
第２次試験 ： 細部については、相双地域事務所にお問い合わせください。

試験内容
（１）第１次試験科目：筆記試験・作文（500字程度）（国語、社会、数学、理科、英語） 
　　  ※形式：択一式（マークシート）（中学校卒業程度） 

（２）第２次試験：口述試験（個別面接）および身体検査
合格発表時期 第１次試験：令和６年１月19日　　最終合格者発表 ：令和６年２月８日

入校時期 令和６年４月上旬
受験案内 自衛隊相双地域事務所で配布しています。

■申込み・問合せ　自衛隊福島地方協力本部　相双地域事務所　〒975-0033 南相馬市原町区高見町１丁目142ｰ２
　　　　　　　　　☎0244ｰ23ｰ4712
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運動習慣で目指そう！脱・肥満
■広野町の健康課題
　一般成人の肥満度を表す指標であるBMI※の数値
が25以上の人は、肥満に分類されます。BMIの数値
から広野町の肥満者の割合を全国平均と比較すると、
男女ともに多い傾向にあり、特に男性でその傾向が顕
著にみられます。肥満の対策には食生活を見直すこと
に加え、運動を習慣化することが大切です！

■肥満者（BMI＝25以上）の割合
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資料：平成30年広野町栄養調査（広野町BDHQ調査報告）
※全国値は平成29年国民健康・栄養調査

※BMIとは？
ボディ・マス・インデックス(Body Mass Index)の略で、
身長と体重から算出されます。BMI18.5～25未満を普
通体重、25以上で肥満に分類されます。
BMI　＝　体重（㎏）÷（身長（ｍ）×身長（ｍ））
例）身長160㎝、体重60㎏の人の場合
BMI　＝　60÷（1.6×1.6）＝　23.4

こんな運動が効果的！
●有酸素運動

ウォーキング・ジョギング・サイクリング・水泳
など、十分な呼吸をしながら長時間継続して行う
運動のことです。週２～３回、20分以上行うの
が効果的です。

●レジスタンス運動
スクワット・腕立て伏せ・ダンベルなどの筋力ト
レーニングを指します。レジスタンスとは「抵抗」
を意味し、筋肉に抵抗(負荷)をかける動作を繰り
返し行う運動です。有酸素運動と組み合わせて、
連続しない日程で週２～３回行いましょう。

★ 大切なのは「無理をしない」こと！自分に無理の
ないことから始めましょう。

運動すると、いいこといっぱい！
●体脂肪が減る　●高血糖の予防・改善
●高血圧や脂質異常症の予防・改善
●基礎代謝が向上する　
●血液循環が良くなる　●筋力の維持・向上　
●ストレス解消・気分転換　●快眠につながる

　体力づくりや運動不足の解消などにぜひご利用ください♪

■時　間　平日の午前９時～午後５時　（※祝日・年末年始を除く）
　　　　　なお、火曜日と木曜日のみ午後８時まで利用可
■対　象　広野町民の方
■持ち物　室内運動靴、タオル、水分など（センター内に自動販売機はありません）
■注　意　・トレーニングルーム内では、水分補給以外の飲食は禁止です。
　　　　　・運動できる服装でお越しください。
　　　　　・ご利用の際は窓口で声をかけてください。
　　　　　・指導者や付き添いはいません。正しく使用し、
　　　　　　ケガや事故がないよう、ご注意ください。
問  広野町　保健センター　☎0240ｰ27ｰ3040

トレーニングルームの
利用１回につき、

「ひろの健康ポイントカード」
１ポイントが付与されます！

保健センターでは、トレーニングルームを開放しています!!
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BMI25以上の方！
トレーニングジムで運動を始めてみませんか？
対　　象 ＢＭＩ25以上の20～65歳未満の広野町民（学生を除く）

期　　間 12月～２月　※３か月間継続できる方に限ります。

場　　所 Ｊヴィレッジフィットネスクラブ ならはスカイアリーナ
料　　金 3,570円×３か月 1,500円×３か月

内　　容
フィットネスジム、プール

スタジオレッスン、お風呂利用可
トレーナーによる指導あり

フィットネスルーム
ランニングコース利用可

募集期間 10月20日（金）まで

※ＢＭＩ＝体重（㎏）÷（身長（ｍ）×身長（ｍ））　22が理想です。　　　
※本事業は運動づくりの動機づけを行うものです。
　すでにジムに通われている方は対象になりませんのでご了承ください。
　昨年度利用した方は、同じジムは利用できません。
※通院している方は、医師の運動許可証が必要です。
■申込・問い合わせ　広野町　保健センター　☎0240ｰ27ｰ3040

　みなさんこんにちは(^^♪　今回は主にハムストリングス(お尻の付け根から太
ももの裏側、膝の裏まである３つの大きな筋肉の総称)のストレッチ・トレーニン
グを行っていきます。ハムストリングスが硬いと腰痛や膝の痛みを引き起こすと
いわれています。柔軟性を持たせることで、痛みの緩和やむくみ改善にも効果的で
す！さらに、トレーニングを行うことで基礎代謝が高まり痩せやすい体を作るこ
とができます！ぜひチャレンジしてみましょう(^^♪

もも・お尻のストレッチ・トレーニング編

写真１

写真２

写真３

写真４

①もも裏～お尻のストレッチ
【やり方】
１．写真１のように椅子に浅く座り、片

足をまっすぐ伸ばして前に出します。
２．写真２のように背中はまっすぐのま

ま、体を前に倒していきます。
３．10～15秒程度キープします。
４．反対も行います。

【ポイント】
・呼吸を止めずに行いましょう。
・伸ばした足のつま先は上げて行いま

しょう。
・体を前に倒していくとき、背中が丸ま

らないように行いましょう。
※１セット10～15秒程度で慣れてきた

らセット数を増やしていきましょう。

②もも(内側)のトレーニング
【やり方】
１．写真３のように壁に手を着き、両

足をそろえて立ちます。
２．写真４のようにゆっくりと膝を曲げ

ます。
３．膝をゆっくり伸ばし最初の体勢に

戻します。
４．繰り返します。

【ポイント】
・無理のない範囲で行いましょう。
※１セット10回程度で慣れてきたらセッ

ト数を増やしていきましょう。

28
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♥ 心の相談会 ♥
　さまざまな心の問題についてお困りの方、ま
たその家族の方を対象に、臨床心理士による「心
の相談会」を実施しています。自分ひとりで悩
まず、お気軽にご相談ください。
　２日前までにご予約ください。

日時：令和５年10月18日（水）
　　　午前10時～正午
場所：広野町　保健センター

問 広野町  保健センター  ☎0240ｰ27ｰ3040

　町民の皆さまを対象に、内部被ばく検査を実
施しています。
　検査を希望される場合は、ご予約が必要です。
　事前に保健センターへお申込みください。

問  広野町  保健センター  ☎0240ｰ27ｰ3040

内部被ばく検査のご案内

10月17日～23日は「薬と健康の週間」です
～薬は正しく使いましょう～

１．薬は水なしで飲んでも大丈夫？
　飲み薬は水なしで飲んだり、少量の水で飲んだりす
ると、効き目が現れにくくなります。
　また、錠剤やカプセル剤を水なしで飲むと、のどや食
道にくっつき、粘膜を傷めることがあります。コップ一
杯程度 (200㏄ )の水かぬるま湯で飲み、しっかり胃ま
で流し込むようにしましょう。
２．薬の飲み合わせに気を付けましょう
　薬同士には相性があり、一緒に飲むと思わぬ症状を
起こしてしまうため注意が必要です。また、薬には相性
の良くない食べ物や飲み物があります。納豆に含まれ
るビタミンKはワルファリンという血液を固まりにく
くする薬の効果と反対の作用があるため、ワルファリ
ンを飲んでいる人には合いません。そのほかにも、グ
レープフルーツやコーヒー、紅茶、牛乳なども薬によっ
ては効果が強く出すぎたり、効果が得られなくなった
りすることがあります。

３．薬の使用期限と保管方法
　ドラッグストア等で購入できる市販薬の大部分は製
造してから約３年は保存できるようにつくられていま
す。ただし、これは未開封の状態で保管した場合に限
ります。また、薬の種類によって保管方法が異なるた
め、使用説明書をよく読み、それぞれに適した保管を
しましょう。高温、多湿、直射日光が苦手な薬も多く、
適していない状態だと薬の成分が変化し、効き目が弱
くなったり、副作用を起こす原因となります。
４．おくすり手帳を知っていますか？
　おくすり手帳は今までに病院で処方された薬の名
称、用量、副作用の有無などを記録しておく手帳のこと
です。複数の病院に通院するときや、旅行先でケガや病
気をしたとき、おくすり手帳を見せれば、薬の重複や相
互作用、副作用が起こらないように、自分に合った薬を
出してもらえます。おくすり手帳は、薬局などでもらう
ことができ、全国どこの薬局、病院でも使えます。
問  広野町　保健センター　☎0240ｰ27ｰ3040

令和５年度 インフルエンザ予防接種のお知らせ
６か月～64歳の方
■接種期間　令和５年10月１日～令和６年１月31日
■接種回数　接種日に生後６か月～12歳の方 ２回
　　　　　　接種日に13歳～64歳の方　　 　  １回
■接種方法　

① 双葉郡内指定医療機関で接種する場合は、窓口負
担は無料です。

② その他の医療機関で接種をする場合は、接種後に以
下を持参し、それぞれの窓口で申請をしてください。

・ 領収書の原本（氏名、予防接種の種類、接種年月
日記載のもの）・印鑑・振込先口座のわかるもの

■申請期限　令和６年２月29日（木）
■申請窓口・問い合わせ先　

①中学３年生まで→役場こども家庭課
　☎0240ｰ27ｰ2115

② 高校１年生相当～64歳まで→保健センターまたは
役場健康福祉課　☎0240ｰ27ｰ3040　

※ 郵送での申請も可能です。詳しくはホームページをご
覧ください。

65歳以上の高齢者の方
■接種期間
　令和５年10月１日（日）～ 令和６年１月31日（水）
■ 接種方法　接種を希望する医療機関に電話で予約を

してください。
　＊ 県外での接種を希望される方は事前に広野町保健

センターまでご連絡ください。
■持ち物　問診票、健康保険証など、お薬手帳など
※ 新型コロナウイルスワクチンと同時接種も可能です

が、別日に接種をする場合は、２週間の間隔をあけ
てください。
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令和５年度 成人歯科検診のお知らせ
　あなたは、お口の健康に自信がありますか？
　自覚症状が現れる前に日常的なセルフケアと専門家
によるケアの“二刀流”でお口の健康に取り組みましょ
う。
■対 象 者　40歳・50歳・60歳・70歳の方
　　　　　　（令和６年３月31日の年齢）
　※ 治療中の方、痛みがあるなど自覚症状のある方は

受けられません。

■日　　程　11月15日（水）～12月15日（金）
■医療機関　新妻歯科医院
■自己負担　無料
　※ 検診と治療を同日にはできません。
　※ 検診項目以外の診察は保険診療となります。
■受診方法　 10月31日まで保健センターにお申込み

ください。
問  広野町　保健センター　☎0240ｰ27ｰ3040

新型コロナワクチン【秋開始接種】のお知らせ
■ 令和５年度新型コロナワクチンの秋開始接種につい

て（令和５年９～12月）
　 初回接種（１・２回目接種）を終了した５歳以上の

すべての方が対象となります。
　最終接種日から３か月経過すると接種できます。
■町が実施する秋開始接種について
　・馬場医院での個別接種（９/20～（平日のみ））
　・保健センターでの集団接種
　　（日程が決まり次第、ご案内いたします）
　 　次の方へ順次接種日程のご案内をしています。

　分割してご案内をさせていただきますので、お手
元に届くまでお待ちください。

　　① 65歳以上の方および65歳未満で春開始接種を
受けた方

　　② ８月に実施した接種意向調査で町での接種を希
望すると回答した方

　なお、①の方については春開始接種（R5.5～８
月）の接種日が早い方からご案内しています。

■ 使用するワクチンはオミクロンXBB.1系統の株に対
応したワクチンを使用します。

■ ５～11歳の方は、改めて小児ワクチン接種のご案
内をいたします。

■ 意向調査の回答をしていない方で、接種を希望する
場合は広野町コロナワクチンコールセンター　まで
ご連絡ください。

問  広野町コロナワクチンコールセンター　　
☎0120ｰ567ｰ513　
平日のみ　午前８時30分～午後５時15分

● 材料（２人分）
豚こま切れ肉…80g　　　　
塩、こしょう…少々　　　
片栗粉…少々
玉ねぎ…1/4個
もやし…1袋
サラダ油…小さじ1　　
トマトケチャップ…大さじ3
しょうゆ…小さじ1

● 材料（２人分）
山芋…100g
もずく…100g
あさつき…少々
★酢…大さじ2
★水…小さじ2
★砂糖…小さじ2
★塩…小さじ1/5
★練りわさび…6g

エネルギー 173kcal　塩分 1.6g （一人分）

エネルギー 91kcal　塩分 0.9g（一人分）

● 作り方
①豚こま切れ肉に塩・こしょうをして片栗粉

をまぶしておく。玉ねぎは薄切りにする。
②フライパンにサラダ油を熱し、豚肉を炒め

る。
③豚肉に火が通り、色が変わってきたら、玉

ねぎ・もやしの順で炒める。
④野菜がしんなりしたらケチャップとしょうゆ

を入れ、全体を混ぜ合わせて完成。

● 作り方
①山芋は皮をむき、酢水（分量外）に10分さ

らす。10分後、水でぬめりを洗い落とし、
水気を拭いて細切りにする。

②もずくは水気を切る。
③★を混ぜ合わせる。
④①～③をよく和える。
⑤④を器に盛り付け、小口切りにしたあさつ

きをのせる。

もやしと豚こま肉のケチャップ炒め

山芋ともずくの酢の物

毎月17日は「減塩の日」
毎月19日は「食育の日」

vol.19食改さん食改さんののおすすめレシピおすすめレシピ
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遠
藤
　
恵
美
子

向
日
葵
の
種
ぎ
つ
し
り
と
海
へ
向
く

稲
架
立
つ
る
父
の
姿
の
暮
れ
残
る

芦
川
　
鋭
章

駄
菓
子
屋
混
ん
で
夏
休
み
あ
と
二
日

石
大
工
の
錆
浮
く
鏨

た
が
ね

晩
夏
光

令
子

廃
線
の
真
つ
直
ぐ
伸
び
て
花
薄

小
窓
か
ら
夕
顔
愛
で
つ
つ
厨
事

遠
藤
　
健
太
郎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

刈
り
残
さ
れ
色
を
見
せ
た
る
草
の
花

月
影
の
無
心
の
我
を
照
ら
し
を
り

鈴
木
　
尚
子

婚
約
者
を
連
れ
て
笑
顔
の
帰
省
の
子

立
ち
話
に
犬
あ
く
び
し
て
秋
日
和

暁
月

負
け
ん
気
の
強
い
妹
運
動
会

知
恵
の
輪
の
は
ず
み
で
抜
け
て
秋
の
空

塩
　
史
子

朝
採
り
の
葡
萄
を
供
え
二
十
日
盆

校
門
の
迎
え
の
教
師
の
日
焼
か
な

広
野
文
芸
欄

～
季
節
を
詠
む
　
時
流
を
読
む
～

広
野
町
長
月
句
会　

猪
狩
行
々
子
選

会員募集のお知らせ
　広野町俳句会では、会員を募集しています。俳句に興味のある方大歓迎です。俳句を通して
みなさんと交流してみませんか。詳しくは、下の連絡先までお問い合わせください。
問  広野町俳句会　☎090ｰ7063ｰ1676

広
野
町
環
境
審
議
会
が

広
野
町
環
境
審
議
会
が

　
　
　
　
　
新
た
に
設
置
さ
れ
ま
し
た

　
　
　
　
　
新
た
に
設
置
さ
れ
ま
し
た

　
広
野
町
で
は
、
令
和
４
年
９
月
に

制
定
し
た「
広
野
町
環
境
基
本
条
例
」

に
基
づ
き
、
町
の
豊
か
な
環
境
を
持

続
的
に
守
る
た
め
、
具
体
的
な
施
策

や
町
全
体
と
し
て
の
取
り
組
み
を
示

す「
広
野
町
環
境
基
本
計
画
」を
新
た

に
策
定
し
ま
す
。
計
画
の
策
定
に
あ

た
っ
て
は「
広
野
町
環
境
審
議
会
」を

設
置
し
、
環
境
の
保
全
や
創
造
に
関

す
る
施
策
を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に

推
進
す
る
た
め
に
必
要
な
事
項
の
調

査
や
審
議
を
行
い
ま
す
。
９
月
25
日

（
月
）、
第
１
回
広
野
町
環
境
審
議
会

が
開
催
さ
れ
、
遠
藤
町
長
が
委
員
12

名
に
委
嘱
状
を
交
付
し
、
会
長
に
早

稲
田
大
学
環
境
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー

の
永
井
祐
二
氏
、
副
会
長
に
広
野
町

公
害
対
策
審
議
会
の
秋
田
英
博
氏
が

選
任
さ
れ
ま
し
た
。
審
議
会
で
は
今

後
、
遠
藤
町
長
か
ら
の
諮
問
を
受
け

て
、
令
和
６
年
度
中
の
計
画
策
定
に

向
け
て
会
合
を
重
ね
て
い
き
ま
す
。

「
広
野
町
環
境
基
本
計
画
」と
は
？

　
国
が
定
め
る
環
境
基
本
法
及

び
広
野
町
環
境
基
本
条
例
に
基

づ
く
、
広
野
町
の
環
境
分
野
の
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
。
各
種
関
連
計
画

（
広
野
町
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
ビ
ジ
ョ

ン
、
広
野
町
地
球
温
暖
化
対
策
実

行
計
画
な
ど
）
と
整
合
性
を
図
り

な
が
ら
計
画
を
策
定
し
ま
す
。



 問 広野町図書室　☎0240-27-3211　e-mail：hirono-library@abelia.ocn.ne.jp

■は休室日
開室時間：午前８時30分～午後５時15分

図書室休室日のお知らせ
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８月の貸出ランキング
１位　街とその不確かな壁／村上　春樹　
２位　夜はつるところ／恩田　陸　
３位　荒地の家族／佐藤　厚志
４位　小説すずめの戸締り／新海　誠
５位　パンダのおさじとフライパンダ／柴田　ケイコ

本のリクエスト・リサイクルについて
　図書室では、利用者から本の購入リクエ
ストを受け付けております。
　また、ご家庭で不要となった本をリサイ
クル図書等として活用しております。
　詳しくはスタッフまでお尋ねください。

◇
一
般
図
書

本
棚
に
は
裏
が
あ
る

酒
井
　
順
子
：
著

　
仕
事
、暮
ら
し
、家
族
、女
の
人
生
…
。

表
が
あ
れ
ば
裏
も
あ
る
。
本
の
世
界
か

ら
平
成
・
令
和
の
世
相
を
鋭
く
読
み
解

く
読
書
エ
ッ
セ
イ
。
著
者
な
ら
で
は
の

軽
や
か
な
文
章
で
、
時
代
の
空
気
を

見
事
に
切
り
取
っ
た
充
実
の
本
、
秋
の

夜
長
に
読
書
し
た
く
な
る
、
そ
ん
な
一

冊
。

◇
児
童
図
書

さ
み
し
い
夜
に
は
ペ
ン
を
持
て

古
賀
　
史
健
：
著

　
う
み
の
な
か
中
学
校
に
通
う
タ
コ
ジ

ロ
ー
は
、
学
校
に
も
居
場
所
が
な
く
、

自
分
の
こ
と
が
大
嫌
い
。
あ
る
日
、
不

思
議
な
や
ど
か
り
お
じ
さ
ん
と
出
会
っ

た
タ
コ
ジ
ロ
ー
は
、
そ
の
日
か
ら
ど
ん

ど
ん
変
わ
っ
て
い
く
…
。
自
分
の
考
え

を
う
ま
く
言
葉
に
出
来
な
い
、
そ
ん
な

悩
み
を
持
つ

少
年
少
女

に
お
薦
め

の
一
冊
。

　
女
の
子
だ
か
ら
と
い
う
だ
け
で
学
ぶ

機
会
を
奪
わ
れ
て
し
ま
う
と
い
う
現
実

が
ま
だ
存
在
し
ま
す
。そ
の
背
景
に
は
、

女
性
に
は
教
育
が
必
要
で
は
な
い
と
い

う
価
値
観
、
学
校
が
近
く
に
無
い
と
い

う
物
理
的
制
約
な
ど
、
理
由
は
さ
ま
ざ

ま
。
10
月
11
日
は
、国
連
が
定
め
た「
国

際
ガ
ー
ル
ズ
デ
ー
」
男
の
子
に
比
べ
て

不
就
学
率
が
高
く
、
貧
困
で
苦
し
ん
で

い
る
世
界
中
の
女
の
子
た
ち
を
勇
気
づ

け
よ
う
と
２
０
１
２
年
に
制
定
さ
れ
ま

し
た
。Pow

er to the G
irls!

◇
関
連
図
書

わ
た
し
は
マ
ラ
ラ

マ
ラ
ラ
・
ユ
ス
フ
ザ
イ
：
著

　
パ
キ
ス
タ
ン
北
部
に
や
っ
て
来
た
イ

ス
ラ
ム
武
装
集
団
タ
リ
バ
ン
は
、
人
々

か
ら
音
楽
を
奪
い
女
子
が
学
校
に
行
く

の
を
禁
じ
た
。
少
女
マ
ラ
ラ
は
当
地
の

実
情
を
英
国
Ｂ
Ｂ
Ｃ
の
サ
イ
ト
へ
日
記

形
式
で
連
載
、
女
子
が
教
育
を
受
け
る

権
利
を
訴
え
て
世
界
の
注
目
を
浴
び

た
。
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を
史
上
最
年
少

で
受
賞
し
た
著
者
の
手
記
。
ジ
ェ
ン

ダ
ー
フ
リ
ー

を
再
考
す
る

一
冊
。

10
月

11
日
は
、

国
際
ガ
ー
ル
ズ
デ
ー

新着図書紹介
・私たちの世代は／瀬尾　まいこ
・この夏の星を見る／辻村　深月
・親がいるとなぜか苦しい／

リンジー・C・ギブソン　
・リボルバー／原田　マハ　
・手塚治虫と戦争／手塚　治虫
・さみしい夜にはペンを持て／古賀　史健
・メメンとモリ／ヨシタケ　シンスケ
★ その他、寄贈本については、８月に２名の

方から14冊寄付頂きました。
　 また、役場総務課から１冊の推奨本を寄付

頂きました。

10月
日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6 7
8 9 10 11 12 13 14
15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30 31

11月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4
5 6 7 8 9 10 11
12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28 29 30
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ALTク
リステ

ィの

First Summer Festival in Japan
　Ready for the sparkle? I've seen a lot of fireworks 
displays in my entire life. But I wasn't expecting how 
magical it would be to witness fireworks display here 
in Japan.
　Unexpectedly, my friends decided to take part in 
Iwaki's Summer Festival. I wasn't prepared for how 
crowded it was, that it was so hard to find a parking 
space. It reminds me of the famous Sinulog Festival in 
Cebu, which is held on the third Sunday of January.
　Back to my story, as I watched the fireworks, it 
was really magnificent that I can't take my eyes out 
of it and I realized that I am really in Japan. I became 
quite emotional, my eyes welled up with tears, and I 
was completely overwhelmed. If you can image how 
awkward it was for me to cry. It's difficult to put into 
words how stunning the fireworks were. But bear with 
me as I try. Some here, some there, various sizes and 
hues, all bright and lovely. The sky then lit up. It was 
grand and joyful celebration that brought up a flood 
of emotion within me. Even though I was filled with 
emotion, I continued to take pictures. I didn't get to 
wear Yukata that day because I didn't know where 
to get it. However, seeing so many gorgeous women 
dressed in Yukata, I was blown away by the variety of 
colors and hairstyles. There were a lot of food stalls, 
and I could tell how joyful everyone was. They also 
had picnics, which were incredibly cute and wonderful.
　Today, we all return to our usual routines. Summer 
vacation has come to an end! Please see my fireworks 
pictures. What about you? Please do not hesitate to 
show me your fireworks pictures if we meet in person. 
I'd love to see it. That's all! I can't wait for the fall 
season! Please keep this in mind at all times. "Live life 
to the fullest and shine brighter every day!"

日本での初めての夏祭り日本での初めての夏祭り
　輝きを放つ準備はできていますか？私は
これまでの人生でたくさんの花火大会を見
てきました。しかし、ここ日本で花火大会
を経験できることがこれほど素晴らしいも
のになるとは予想していませんでした。

　期せずして、友人たちがいわきの夏祭り
に参加することを決めていました。どれほ
ど混雑するかを覚悟していなかったので、
駐車場を見つけるのが大変でした。1月の
第3日曜日に開催されるセブ島の有名なシ
ヌログフェスティバルを思い出します。

　話は戻りますが、花火を見ていると本当
に素晴らしくて目が離せなくなり、ここが
日本だということを実感しました。私はか
なり感情的になり、目には涙があふれ、本
当に圧倒されました。私が泣くのがどれほ
ど気まずかったか想像していただければと
思います。花火の素晴らしさを言葉で説明
するのは難しいです。でも、少々お待ちく
ださい。あちこちで打ち上がるさまざまな
サイズと色合いがあり、どれも明るく、素
敵で夜空が輝きだされました。それは私の
中で感情が溢れ出る盛大で楽しいお祝いの
ひと時でした。感慨にひたりながらも写真
を撮り続けました。その日は浴衣を着るこ
とができませんでした。どこで買えるか分
からなかったからです。しかし、浴衣で着飾っ
たとてもたくさんの女性を見て、その様々な
色と髪型に驚きました。屋台もたくさん出
ていて、皆さんの楽しそうな様子が伝わっ
てきました。屋外でパーティーをしていて、
それがとてもいい感じで素敵でした。

　いま、私たちは皆、いつもの日常に戻り、
夏休みが終わりました！私の花火の写真を
ご覧ください。みなさんはどんな夏休みで
したか？直接会えたらぜひ花火の写真を見
せてくださいね。ぜひ見てみたいです。本
当に！秋の季節が待ちきれません！覚えて
いてほしい言葉があります。「人生を精一
杯生きて、毎日を輝かせましょう！」

Christy
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　広野暮らし相談窓口「りんくひろの」相談員の大森です。９月は２日（土）に東京池袋で開催された
「未来ワークふくしま移住セミー」と、17日（日）に東京有楽町で開催された「ふるさと回帰フェア
2023」に参加してきました。
　「未来ワークふくしま移住セミナー」の今回のテーマは「農業・食産業で地域のゆたかさをつくる人
たち編」でした。原発の被影響を受けた12市町村で農業、食産業に関わる方々の活動内容紹介、ディ
スカッション、座談会、相談会を行いました。今回、移住セミナーに参加した２名の方から移住相談を
受けました。お二人とも60歳代の方ですが、影響を受けた自治体で何か力になりたいという方々でした。
お一人は広野町で就農体験を行いゆくゆくは広野町に移住したいと考えている方で、もう一人は、広野
町で無農薬農法の米作りを行い、お米の価値を高めていきたいという方でした。今後、相談員として広
野町の農業法人と連携しお二人の受け入れを進めていけるように準備していきたいと思います。引き続
き、広野町の農業活性化を図れるように、農業法人と連携し就農希望者受け入れに向けて取り組んでい
きたいと思います。
　「ふるさと回帰フェア2023」ではイベント企画の「日本全国ふるさとマルシェ」に株式会社広野町
振興公社の方と参加し、「朝陽に輝く水平線がとても綺麗なみかんの丘のある町のバナナ（愛称：綺
麗）」と綺麗をフリーズドライした粉末を使用してふたば未来学園の生徒が作っている「ふたばななクッ
キー」「未来ドーナツ」「学園マドレーヌ」を販売してきました。また、来場者の皆さんにお声がけしな
がら広野町のPR活動を行ってきました。「日本全国ふるさとマルシェ」には約5,000人の方がおとずれ、
幅広く広野町ＰＲができたものと思います。引き続き、首都圏に出向き広野町のPR活動、情報発信を
行ってまいります。

広野暮らし相談窓口 “りんくひろの”レポート

東京で移住相談、
広野町のＰＲ活動をおこなってきました
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広野町振興公社紹介コーナー広野町振興公社紹介コーナー 第51弾

環境省主催の学生ツアー来訪
　「福島、その先の環境へ。」見学会と題した環境省主催
の学生を対象としたツアーが開催され、９月２日（土）・
９月３日（日）の２日間にかけ、それぞれ35名の様々な
大学などから参加した学生がトロピカルフルーツミュー
ジアムに来訪しました。なかには中学生もいました。
　訪問先は学生自らが企画し、９月２日は「環境再生×
福島の食」、９月３日は「環境再生×新産業・新技術」をテー
マに多くの質問を受けました。
　学生さんにとって、環境問題は未来を生きる彼らの自
分事であることを自覚しており、普段から環境問題につい
て考えているようで、質問内容も具体的且つ高度なものでした。

広野中学校２年生による職場体験学習
　９月12日（火）は７名、９月13日（水）は５名の広野中学校２年生が職場体験学習に来訪しました。
　例年迎え入れており、これまではちょっとしたお手伝いをして頂く程度の作業でしたが、今回は
普段我々が行っている作業と同様の事をして頂きました。こまめに休憩と水分補給をしながらでし
たが、暑い中での作業は大変だったと思います。それでも皆さんしっかり働いてくれました。とて
も助かりました。

 双葉郡８町村を巡るスタンプラリー開催
　双葉郡の各町村に有るまちづくり会社が集まる「ふたばエイト」というグループがあります。こ
の「ふたばエイト」で、双葉郡８町村を巡るスタンプラリーを開催します。広野町ではトロピカル
フルーツミュージアムにスタンプを設置しております。台紙も置いてあります。
　スタンプを４つ集めるとプレゼントにご応募頂けます。８つ全部集めるとご希望の賞品を２つご
選択頂けます。プレゼントは各町村の特産品なので、お好きな物をお選び頂けます。
　ドライブがてら是非チャレンジしてください。
　この原稿執筆時点ではサイトが作られておりませんが、広報ひろのが皆様のお手元に届いた頃に
は出来上がっているはずですので、「ふたばエイト」でご検索頂くと見つかると思います。

公式サイト 公式インスタ

説明を受ける学生たち

刈り取った草の回収作業休憩にはかき氷をご馳走花壇の除草作業
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消防署からのお知らせ

火事と救急は 119 番
富岡消防署☎0240ｰ22ｰ2119
楢葉分署 ☎0240ｰ25ｰ2119
川内出張所 ☎0240ｰ38ｰ2119

　ごみステーション周りの汚れが大変目立ちます。ごみを出す場合は 「ごみと資源の分け方・出し方」 を確認し、 
指定ごみ袋に分別して、 収集日当日に自宅近くのごみステーションボックス内に出してください。

日 土月 火 水 木 金

6

2

5

12

19 22

26 30

1 3

7 8 9 10

13 14 15 16 17

20 21 23 24

27 28 29

4

11

18

25

11 月November

可燃可燃

可燃可燃

可燃可燃

可燃可燃

可燃可燃

可燃可燃

可燃可燃

可燃可燃

ビンビン

不燃不燃

カンカン

ペットプラペットプラ

ペットプラペットプラ

ペットプラペットプラ

ペットプラペットプラ

可燃可燃

日 土月 火 水 木 金

1 2 3 4 5 6 7

8 9 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21

22 23 24 25 26 27 28

29 30 31

10 月October

ペットプラペットプラ

ペットプラペットプラ

ペットプラペットプラ

ペットプラペットプラ

ペットプラペットプラ 可燃可燃

可燃可燃

可燃可燃

可燃可燃

ビンビン

不燃不燃

カンカン可燃可燃

可燃可燃

可燃可燃

可燃可燃

可燃可燃

広野町内ごみ収集カレンダー

皆さんの記憶に残っている令和元年10月12日に上陸した、台風19号
「令和元年東日本台風」は、県内に大きな被害を出しました。

【被害状況】福島県内
死者・行方不明者 32名
全壊住宅 1146棟
半壊住宅 5865棟
床上浸水 8434棟
最大24時間雨量（川内村） 441.0㎜
堤防決壊 49箇所
土砂災害 138箇所

６月～10月は台風が多く発生します！

過去の災害から学び、非常持出袋や飲料水・食料の確保、災害に備えて準備をしましょう。

【ローリングストック】
ローリングストックとは、日常使う食材や非常用の食料品を
消費しながら備蓄していく方法です。
食べなれていない食事ですと、災害時のストレスになります。
非常時だからこそ、普段から食べ慣れているものを備蓄しましょう。

備える

補充する 消費する

飲料水・食べ物
携帯トイレ
衛生用品・救急用品
歯磨きセット
ランタン・ヘッドライト
カイロやレインコート

（季節グッズ）
携帯ラジオ

【
必
需
品
】

【非常持出袋】
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水 道 修 理 当 番 表
業　者　名 令和５年10月 令和５年11月

北 陽 管 工 ㈲　0240-27-3419 ９日～15日 
30日・31日

１日～５日 
20日～26日

㈲ 吉 田 鉄 工 所 　0240-27-3241 １日 
16日～22日

６日～12日 
27日～30日

㈲山忠設備工業　0240-27-3311 ２日～８日 
23日～29日

13日～19日

〒979-0515　福島県双葉郡葉町大字上小塙字小山6-2
0240-25-5315（代表）　0240-25-5385
E-mail：soumu@f-mizu.jp

問い合わせ 双葉地方水道企業団問  

水道水中における放射性物質のモニタリング結果

水道企業団からのお知らせ

１. 測定機関　 双葉地方水道企業団　　 
２. 分析装置　ゲルマニウム半導体検出器　
３. 検査頻度　毎日　　
４. 測定方法　水道水などの放射能測定マニュアル（厚生労働省）
５. 検査結果　令和５年８月１日～令和５年８月31日分（毎日採水、毎日検査）

採水場所 水　源 ヨウ素131 セシウム134 セシウム137

小滝平浄水場 大船水源（表流水） 不検出 不検出 不検出

小山浄水場 木戸川（ダム放流水） 不検出 不検出 不検出

※ いずれの検体も、８月31日時点で放射性物質は不検出です。※「不検出」とは、一定の条件で測定機器が検出できる最小値（1Bq/㎏）
未満であることを示しています。※ 現在、広野町内の水道水は、小滝平浄水場および小山浄水場より給水しています。

《参考》検査日現在の目標値 （単位:Bq/kg）※ これまで暫定規制値が設定されていた
放射性ヨウ素については、 半減期が短
く、平成23年７月15日以降の検出報告
がないことから、 国の規制の対象から除
外されました。

食品衛生法の規定に基づく
新たな基準による目標値

ヨウ素131 セシウム134 セシウム137

－ 10

～水道メーターの交換にご協力ください～
　双葉地方水道企業団では、計量法に基づき８年に一度、無料で水道メーターを交換しています。
　交換が必要となるご家庭や事業所へ、企業団の指定給水装置工事事業者が
お伺いしますので、ご理解とご協力をお願いします。

■交換時期　７月～12月　　　　　　　　　　　　　　　　　
問  双葉地方水道企業団　総務課営業係　☎0240ｰ25ｰ5323
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学校給食に使用する食材
については、毎日放射性
物質の検査をしています。

こひろのっ
広野こども園ひろぱーく
広  野  小  学  校
広  野  中  学  校
ふたば未来学園
広 野 町 児 童 館
広野町教育委員会事務局

☎0240-27-2345
☎0240-27-2332
☎0240-27-3224
☎0240-23-6825
☎0240-27-3288
☎0240-27-4166

広 野こど も 園広 野 小 学 校

広 野 中 学 校 広 野 町 児 童 館

↑横断歩道の渡り方を学ぶ生徒たち

交通安全教室を開催

　双葉警察署広野駐在所の協力のもと、小学校校庭で
交通安全教室が開かれました。低学年と高学年に分か
れ、低学年は車付近の危険な箇所や横断歩道の正しい
歩き方を学習しました。高学年も車の内輪差における
注意点や自転車での正しい走行について学習しまし
た。広野駐在所のおまわりさんの話を子どもたちは真
剣に聞いていました。学習したことを正しく実践して
事故にあわないことを願うばかりです。

↑見事相双1位となった駅伝部のみなさん

相双駅伝に参加しました

　南相馬市で開催された相双駅伝に広野中学校特設駅
伝部が参加しました。選手や、サポートの生徒はいつ
も以上に入念に準備して本番に臨みました。結果は区
間賞を２名獲得し、男子が相双１位となりました。今
度は10月４日に開催される県大会に出場することと
なり、これまで応援してくれた先生方やコーチに感謝
し県大会では思う存分実力を発揮してほしいです。

↑上手にうがいをする子どもたち

フッ化物洗口はじまりました

　乳歯から永久歯に生え変わる時期に、むし歯の予防
を目的としたフッ化物洗口が４・５歳児を中心に始ま
りました。フッ化物洗口液のぶくぶくうがいも上手に
できるようになった子どもたちです。今後も継続し、
むし歯になりにくい歯を作っていきたいと思います。

↑真剣にオセロをする子どもたち

オセロ大会

　９月５日（火）から始まった児童館恒例のオセロ大
会。１年生から３年生の低学年の部、４年生から６年
生の高学年の部に分かれて試合を行いました。初めて
大会に参加した１年生は、「ドキドキする」、「勝ちた
いな！」とやる気満々。ルールを守り、挨拶を忘れず
真剣に取り組む子どもたちの姿が見られました。１年
生はなかなか勝つことはできませんでしたが、とって
も良い経験になりました。
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学校給食に使用する食材
については、毎日放射性
物質の検査をしています。

こひろのっ
広野こども園ひろぱーく
広  野  小  学  校
広  野  中  学  校
ふたば未来学園
広 野 町 児 童 館
広野町教育委員会事務局

☎0240-27-2345
☎0240-27-2332
☎0240-27-3224
☎0240-23-6825
☎0240-27-3288
☎0240-27-4166

ふたば未来学園生徒数　合計　　 579人
　中学校 180人　 高等学校 399人

園児･児童･生徒数 　合計　　 422人
　小学校　146人　　中学校 118人
　こども園  94人　　児童館　64人

R５.９.１現在

ふ たば 未 来 学 園 JFAアカデミー福島

■営業時間：午前11時～午後６時
■定 休 日：毎週土・日曜日

生徒が運営しているカフェです。
どうぞお気軽にお越しください！

詳細はふたば未来学園の
ホームページをご覧ください。

https://futabamiraigakuen-h.fcs.ed.jp

海外の生徒たちと交流しました

　９月４日（月）、５日（火）の２日間、ニュージー
ランドのBlock House BayIntermidiate（BHBI）
の生徒達がふたば未来学園を訪問し交流を図りまし
た。前日から生徒宅にホームステイし、４日から本校
で授業を受けました。初日にはウェルカムパーティー
を行い、本校から生徒による楽器の演奏、BHBIの生
徒からは歌とダンスの披露がありました。その後は、
各クラスに分かれて普段通りの授業を一緒に受けまし
た。最初は緊張気味でしたが、みんな楽しそうに授業
を受けていました。

↑見事優勝を果たした選手たち↑授業の様子

ろうきん杯を終えて

16期生／小林　惺十郎（中３）
　９月18日（月／祝）に行われた決勝戦では、ボー
ルを保持して前進させ、得点をたくさん取ることがで
きました。今日の結果を持って東北大会の出場権を獲
得することができました。全国大会に出場するには東
北大会で優勝するしかないので、そこを目標に頑張っ
ていきたいです。

　「げんキッズ」は、就学前のお子さんを対象に、テー
マ遊びや保護者同士で情報交換をする場で、保育士な
どによる育児相談なども行っています。
　今月は第２、４水曜日の午前10時30分～午前11時
30分です。皆さんの参加をお待ちしています。問い合
せ、申し込みは児童館です。申込期限は前日の正午まで。
正午以降になると参加できなくなります。

開催日 場　所 内　容

10/11 広野こども園 ミニ運動会
（動きやすい服装）

10/25 広野町児童館 ハロウィンパーティー
＊外靴、帽子、水筒は毎回持参してください。

問  広野町児童館　☎0240ｰ27ｰ3288

げんキッズの

ご 案 内
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（住民基本台帳人口による） （住民基本台帳人口による） 
平成24年7月9日の住民基本台帳法の改正により外国人住民についても集計しています。 
※町民居住者：町内における町民の居住者 ※滞在者：廃炉･復興関連事業従事者及び他市町村からの避難者

人口人口とと世帯数世帯数 町内へ戻った人は必ず役場に届け出をしてください。 町内へ戻った人は必ず役場に届け出をしてください。 

防災行政無線電話応答サービス　☎0240-28-0120　※本サービスは、通話料のみ有料となります。

令和５年
８月31日現在

 町のすがた 

世 帯 数　2,309世帯（－１）
住基人口　4,665人（±０）
 　（男） 　 2,474人（－５）
　 （女）　  2,191人（＋５）

 人のうごき 

転　入 19人
転　出 13人
出　生 1人
死　亡  7人

 実質人口 

5,577人
（4,220人＋1,357人）
（町民居住者+滞在者）

あなたの写真が広報ひろのに載っていたら、総務課の窓口でお渡しできます。お気軽にお問い合わせください。


